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「
二
重
国
籍
者
」
と
「
世
界
意
識
」 
―
小
林
多
喜
二
に
お
け
る
大
正
教
養
主
義
の
受
容
と
作
家
的
起
点
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は
じ
め
に 
 
『
小
林
多
喜
二
―
２
１
世
紀
に
ど
う
読
む
か
』（
岩
波
新
書 
二
〇
九
）
の
著
者
で
あ
り
、
日
本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
『
尊
厳
、
正
義
、
そ
し
て
革
命
の
た
め
に
』（
１
）
の
編
者
の
一
人
で
も
あ
る
ノ
ー
マ
・
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、「
小
林
多
喜
二
の
作
品
を
読
む
一
つ
の
楽
し
み
は
改
作
を
追
っ
て
い
く
こ
と
に
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
（
２
）
。
彼
女
が
英
訳
し
た
同
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
の
巻
頭
を
飾
る
多
喜
二
の
短
編
小
説
「
同
志
田
口
の
感
傷
」
（
『
週
刊
朝
日
』
春
季
特
別
号 
一
九
三
〇
年
四
月
）
も
ま
た
然
り
で
、
そ
の
「
楽
し
み
」
を
孕
ん
で
い
る
と
い
え
よ
う
。 
こ
の
作
品
は
、
一
九
二
五
年
四
月
か
ら
二
六
年
八
月
に
か
け
て
書
か
れ
、
中
央
文
壇
に
出
る
直
前
の
二
七
年
六
月
に
『
北
方
文
芸
』
に
発
表
さ
れ
た
「
田
口
の
「
姉
と
の
記
憶
」
（
以
下
「
姉
と
の
記
憶
」
）
を
改
作
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
前
作
と
は
異
な
り
、〈
田
口
〉
は
語
り
手
で
あ
る
〈
私
〉
の
「
同
志
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
共
産
主
義
運
動
へ
の
関
わ
り
が
前
景
化
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
、
北
海
道
拓
殖
銀
行
を
解
雇
さ
れ
、
ナ
ッ
プ
（N
APF
＝
全
日
本
無
産
者
芸
術
連
盟
）
派
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
と
し
て
共
産
主
義
芸
術
運
動
を
背
負
う
べ
く
決
意
し
た
一
九
三
〇
年
当
時
の
多
喜
二
の
立
場
表
明
と
い
う
側
面
を
読
み
取
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
も
う
一
つ
、
前
作
と
の
相
違
点
で
浮
か
び
上
が
る
の
は
、
大
正
初
期
に
流
行
し
た
芸
術
座
第
三
回
公
演
「
復
活
」
の
劇
中
歌
「
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
の
唄
」
が
イ
ン
タ
ー
テ
ク
ス
ト
と
し
て
織
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、「
復
活
」
の
〈
ネ
フ
リ
ュ
ー
ド
フ
〉
と
〈
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
〉
と
い
う
モ
チ
ー
フ
は
、
白
樺
派
(2)           「二重国籍者」と「世界意識」 
の
作
家
た
ち
の
私
小
説
的
作
品
に
共
通
し
て
顕
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。 
と
こ
ろ
で
、
大
正
教
養
主
義
の
流
れ
の
な
か
で
青
年
期
を
過
ご
し
た
多
喜
二
が
、西
欧
文
学
を
濫
読
す
る
一
方
で
白
樺
派
の
影
響
を
受
け
、
特
に
志
賀
直
哉
に
傾
倒
し
続
け
た
こ
と
は
定
説
と
な
っ
て
お
り
、
「
姉
と
の
記
憶
」
も
、
志
賀
の
「
真
鶴
」
（
『
中
央
公
論
』
一
九
一
九
年
九
月
）
か
ら
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
３
）
。
し
か
し
、
新
た
な
岐
路
に
立
つ
こ
と
な
っ
た
多
喜
二
が
、
白
樺
派
に
み
ら
れ
た
モ
チ
ー
フ
を
掬
い
上
げ
、
共
産
主
義
者
の
「
感
傷
」
を
描
い
た
抒
情
的
な
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
作
品
と
し
て
改
作
し
た
こ
と
を
、
文
学
的
源
泉
で
あ
る
白
樺
派
へ
の
敬
意
表
明
と
単
純
に
割
り
切
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
後
で
詳
述
す
る
が
、「
同
志
田
口
の
感
傷
」
に
お
け
る
「
復
活
」
の
モ
チ
ー
フ
は
、
白
樺
派
の
作
品
に
共
通
し
て
み
ら
れ
た
そ
れ
を
反
転
さ
せ
た
も
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。 
ま
た
、「
姉
と
の
記
憶
」
及
び
「
同
志
田
口
の
感
傷
」
に
は
、
志
賀
か
ら
の
影
響
だ
け
で
は
な
い
、
大
正
教
養
主
義
下
の
多
喜
二
の
自
己
研
鑽
の
痕
跡
が
見
え
隠
れ
し
て
い
る
。
「
ユ
ニ
ッ
ク
な
思
想
―
態
度
。
身
に
な
り
き
っ
た
教
養
。
経
験
。
」
（
二
六
年
六
月
八
日
の
日
記
）
と
書
き
記
し
て
い
た
多
喜
二
が
、「
自
分
の
も
の
」
は
、
肥
え
も
し
な
け
れ
ば
や
せ
も
し
な
い
」
（
二
六
年
五
月
二
十
六
日
）
と
疑
念
を
吐
露
し
つ
も
、
国
内
外
の
文
学
や
映
画
は
勿
論
、
絵
画
や
音
楽
な
ど
も
含
め
た
文
化
的
産
物
を
貪
欲
に
吸
収
し
、
ノ
ー
ト
を
つ
け
、
自
ら
の
創
作
活
動
に
還
元
し
よ
う
と
試
み
て
い
た
こ
と
か
ら
も
頷
け
る
こ
と
で
あ
る
。 
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
大
正
教
養
主
義
の
風
潮
の
中
で
書
か
れ
た
「
姉
と
の
記
憶
」
か
ら
、「
蟹
工
船
」
（
『
戦
旗
』
二
九
年
五
・
六
月
）
で
名
を
馳
せ
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
新
進
作
家
と
し
て
上
京
す
る
直
前
に
改
作
さ
れ
た
「
同
志
田
口
の
感
傷
」
へ
の
軌
跡
を
中
心
線
に
取
り
つ
、
多
喜
二
の
文
学
的
修
養
と
問
題
意
識
の
創
作
へ
の
血
肉
化
に
つ
い
て
掘
り
下
げ
る
。
そ
の
方
法
と
し
て
、
大
正
教
養
主
義
の
象
徴
的
存
在
で
あ
る
阿
部
次
郎
へ
宛
て
た
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
論
を
踏
ま
え
、
前
掲
の
二
作
に
共
通
す
る
階
級
移
行
と
い
う
要
素
、
新
た
に
織
り
込
ま
れ
た
「
復
活
」
の
モ
チ
ー
フ
の
深
層
、
そ
し
て
、
初
期
の
エ
ッ
セ
イ
や
日
記
に
見
出
す
こ
と
の
で
き
る
「
二
重
国
籍
者
」
及
び
「
世
界
意
識
」
の
概
念
を
分
析
し
、
多
喜
二
に
お
け
る
大
正
教
養
主
義
受
容
の
位
相
と
作
家
的
起
点
を
考
察
す
る
。 
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掲
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ソ
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「
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の
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傷
」
を
英
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フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
多
喜
二
を
一
躍
有
名
に
し
た
「
蟹
工
船
」
に
は
実
質
的
に
女
性
は
登
場
せ
ず
、
ま
た
、「
党
生
活
者
」
（
『
中
央
公
論
』
三
年
四
・
五
月
）
に
描
か
れ
た
共
産
党
員
が
女
性
を
手
段
と
し
て
扱
う
様
が
多
喜
二
自
身
の
女
性
観
を
表
し
て
い
る
と
捉
え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
彼
の
創
作
の
主
要
テ
ー
マ
が
女
性
の
労
働
と
貧
困
で
あ
っ
た
こ
と
は
意
外
に
映
る
で
あ
ろ
う
と
述
べ
た
上
で
、
「
同
志
田
口
の
感
傷
」
に
お
け
る
〈
姉
〉
は
、
多
喜
二
が
描
出
し
た
多
く
の
貧
困
女
性
と
は
異
質
な
、
階
級
を
跳
び
越
え
る
（m
ake a class leap
）
機
会
に
恵
ま
れ
た
女
性
で
あ
る
と
語
る
。
「
美
し
さ
と
知
性
に
恵
ま
れ
た
若
い
女
性
の
抱
え
る
階
級
移
行
の
苦
悩
が
、
少
年
時
代
の
同
志
田
口
の
未
熟
な
眼
差
し
に
よ
っ
て
強
調
さ
れ
て
い
る
」（
４
）
と
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
の
指
摘
の
通
り
、「
同
志
田
口
の
感
傷
」
の
〈
姉
〉
は
、
教
育
に
よ
り
小
学
校
教
員
と
い
う
中
間
知
識
人
層
へ
と
移
行
を
果
た
し
、
弟
に
も
教
育
に
よ
る
階
級
移
行
を
さ
せ
よ
う
と
試
み
る
が
、
身
分
差
の
あ
る
恋
愛
に
苦
悩
し
自
死
を
遂
げ
る
女
性
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
階
級
を
跨
ぐ
こ
と
に
よ
り
齎
さ
れ
る
新
た
な
苦
悩
が
、
こ
の
作
品
の
モ
チ
ー
フ
の
一
つ
で
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。 
と
こ
ろ
で
、
現
存
す
る
多
喜
二
の
最
初
の
草
稿
ノ
ー
ト
は
、
一
九
二
五
年
四
月
か
ら
手
が
け
ら
れ
て
お
り
、
プ
レ
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
「
姉
と
の
記
憶
」
の
草
稿
か
ら
始
ま
る
。
小
説
の
草
稿
以
外
に
も
、
カ
ッ
ト
絵
や
走
り
書
き
な
ど
も
少
な
く
な
い
が
、
こ
で
は
ノ
ー
ト
三
頁
目
に
三
か
所
記
さ
れ
た
「
大
津
順
吉
」
と
い
う
走
り
書
き
に
着
目
し
た
い
（
５
）
。 
「
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津
順
吉
」
と
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一
九
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月
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央
公
論
』
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さ
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志
賀
直
哉
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伝
的
小
説
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題
名
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あ
る
。
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人
公
〈
大
津
順
吉
〉
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女
中
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〈
千
代
〉
と
の
身
分
違
い
の
恋
愛
、
二
人
の
結
婚
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猛
反
対
す
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封
建
的
な
「
家
」
と
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闘
い
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〈
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嫡
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学
校
教
員
と
い
う
中
間
知
識
人
層
へ
と
移
行
を
果
た
し
、
弟
に
も
教
育
に
よ
る
階
級
移
行
を
さ
せ
よ
う
と
試
み
る
が
、
身
分
差
の
あ
る
恋
愛
に
苦
悩
し
自
死
を
遂
げ
る
女
性
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
階
級
を
跨
ぐ
こ
と
に
よ
り
齎
さ
れ
る
新
た
な
苦
悩
が
、
こ
の
作
品
の
モ
チ
ー
フ
の
一
つ
で
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。 
と
こ
ろ
で
、
現
存
す
る
多
喜
二
の
最
初
の
草
稿
ノ
ー
ト
は
、
一
九
二
五
年
四
月
か
ら
手
が
け
ら
れ
て
お
り
、
プ
レ
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
「
姉
と
の
記
憶
」
の
草
稿
か
ら
始
ま
る
。
小
説
の
草
稿
以
外
に
も
、
カ
ッ
ト
絵
や
走
り
書
き
な
ど
も
少
な
く
な
い
が
、
こ
で
は
ノ
ー
ト
三
頁
目
に
三
か
所
記
さ
れ
た
「
大
津
順
吉
」
と
い
う
走
り
書
き
に
着
目
し
た
い
（
５
）
。 
「
大
津
順
吉
」
と
は
、
一
九
一
二
年
八
月
に
『
中
央
公
論
』
に
発
表
さ
れ
た
志
賀
直
哉
の
自
伝
的
小
説
の
題
名
で
あ
る
。
主
人
公
〈
大
津
順
吉
〉
と
女
中
の
〈
千
代
〉
と
の
身
分
違
い
の
恋
愛
、
二
人
の
結
婚
に
猛
反
対
す
る
封
建
的
な
「
家
」
と
の
闘
い
、
〈
順
吉
〉
の
廃
嫡
の
可
能
性
が
描
か
れ
た
こ
の
作
品
に
、
階
級
移
行
と
い
う
テ
ー
マ
を
見
出
す
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
フ
ィ
ー
ル
ド
が
指
摘
し
た
「
同
志
154
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田
口
の
感
傷
」
に
お
け
る"m
ake a class leap"
と
い
う
モ
チ
ー
フ
は
、
こ
の
時
期
の
「
大
津
順
吉
」
か
ら
の
影
響
に
よ
る
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。 
ま
た
、「
大
津
順
吉
」
は
、
二
人
の
結
婚
を
め
ぐ
る
結
末
が
描
か
れ
な
い
ま
幕
を
閉
じ
る
が
、
十
二
年
後
に
発
表
さ
れ
た
後
日
譚
「
過
去
」（
６
）
に
は
、〈
私
〉
の
〈
千
代
〉
へ
の
想
い
が
次
第
に
冷
め
、
彼
女
と
「
別
れ
た
」
と
い
う
こ
と
が
描
か
れ
る
。
な
お
、「
過
去
」
所
収
の
志
賀
の
作
品
集
『
山
科
の
記
憶
』
を
読
了
し
た
多
喜
二
の
感
想
が
、「
心
を
打
た
れ
る
よ
う
な
も
の
が
な
か
っ
た
。
形
式
と
内
容
は
「
文
芸
・
・
」
に
お
い
て
は
不
可
分
離
に
あ
る
も
の
だ
。
志
賀
直
哉
の
超
社
会
性
は
、
そ
の
文
芸
的
基
礎
を
乾
す
結
果
に
な
る
こ
と
を
意
味
し
証
明
し
て
い
る
よ
う
だ
。
」
（
二
七
年
七
月
八
日
の
日
記
）
と
い
う
否
定
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
興
味
深
い
。 
と
こ
ろ
で
、
本
多
秋
五
は
、
白
樺
派
の
作
家
た
ち
に
共
通
す
る
も
の
と
し
て
、
ト
ル
ス
ト
イ
「
復
活
」
の
モ
チ
ー
フ
を
取
り
上
げ
、
次
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。 
 
白
樺
派
の
「
自
己
を
生
か
す
」
が
、
社
会
問
題
意
識
、
或
は
民
衆
を
振
り
捨
て
た
と
い
う
面
は
、
ど
う
い
う
も
の
か
、
女
性
に
対
す
る
彼
等
の
態
度
と
非
常
に
併
行
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
白
樺
派
の
人
た
ち
の
多
く
は
、
青
年
時
代
に
小
間
使
と
関
係
す
る
と
い
う
恋
愛
を
し
て
い
ま
す
。（
中
略
）
そ
の
関
係
を
書
い
た
典
型
的
な
作
品
が
志
賀
直
哉
の
「
大
津
順
吉
」
と
「
過
去
」
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
の
際
、
ネ
フ
リ
ュ
ー
ド
フ
と
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
の
関
係
を
彼
等
は
明
瞭
に
意
識
に
入
れ
て
い
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
と
ど
の
つ
ま
り
、
簡
単
に
手
を
切
っ
て
い
る
。
旦
那
衆
が
召
使
と
の
関
係
の
手
を
切
る
の
と
同
じ
切
り
方
で
す
。
こ
れ
が
白
樺
派
の
社
会
問
題
意
識
と
い
う
も
の
を
、
非
常
に
よ
く
表
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。（
７
） 
 
本
多
が
「
大
津
順
吉
」「
過
去
」
を
例
に
挙
げ
て
指
摘
し
た
、「
民
衆
」
を
容
易
に
「
振
り
捨
て
」
て
し
ま
う
白
樺
派
の
社
会
問
題
意
識
及
 城西人文研究 第 35 巻               (5) 
び
リ
ア
リ
ズ
ム
の
問
題
と
、
当
時
の
多
喜
二
が
志
賀
に
感
じ
と
っ
た
「
文
芸
的
基
礎
を
乾
す
」
「
超
社
会
性
」
と
を
照
合
す
る
に
あ
た
っ
て
想
起
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
は
、「
民
衆
」
の
象
徴
と
も
い
う
べ
き
社
会
的
弱
者
の
立
場
に
あ
る
女
性
た
ち
に
対
す
る
白
樺
派
と
多
喜
二
の
関
わ
り
方
の
差
異
で
あ
る
。 
こ
の
時
期
の
多
喜
二
は
、『
山
科
の
記
憶
』
読
了
の
一
月
前
に
、「
大
津
順
吉
」
を
意
識
し
て
い
た
可
能
性
が
推
察
さ
れ
る
「
姉
と
の
記
憶
」
を
『
北
方
文
芸
』
に
発
表
し
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
「
姉
と
の
記
憶
」
草
稿
を
書
き
始
め
た
一
九
二
五
年
に
は
、
前
年
に
知
っ
た
曖
昧
屋
で
働
く
少
女
・
田
口
タ
キ
へ
の
愛
情
を
募
ら
せ
、
彼
女
の
借
金
を
肩
代
わ
り
し
救
い
出
し
て
い
る
。
そ
の
後
は
彼
女
が
再
び
義
父
に
売
ら
れ
る
こ
と
を
恐
れ
、
自
宅
に
迎
え
入
れ
る
が
、
上
京
を
夢
見
る
多
喜
二
を
気
遣
っ
た
タ
キ
は
翌
年
二
六
年
に
家
出
を
し
、
さ
ら
に
二
七
年
の
こ
の
時
期
に
は
、
多
喜
二
に
行
方
を
知
ら
せ
な
い
ま
小
樽
か
ら
姿
を
消
し
て
い
た
。
こ
の
頃
の
多
喜
二
の
日
記
か
ら
は
、
タ
キ
へ
の
揺
る
ぎ
な
い
愛
情
、
彼
が
読
者
と
し
て
第
一
に
想
定
し
て
い
た
の
は
他
な
ら
な
い
タ
キ
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
文
学
的
好
奇
心
と
タ
キ
の
過
去
へ
の
関
心
か
ら
、
遊
郭
に
生
き
る
女
性
た
ち
を
訪
ね
、
彼
女
ら
の
語
り
を
記
録
し
て
い
る
多
喜
二
の
姿
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
タ
キ
の
「
生
き
る
支
え
」
と
な
る
こ
と
を
願
い
、
筆
を
執
ら
れ
た
「
そ
の
出
発
を
出
発
し
た
女
」
（
二
七
年
五
月
～
十
一
月
執
筆
）
と
い
う
未
完
の
長
編
小
説
（
８
）
の
存
在
は
、
多
喜
二
に
と
っ
て
タ
キ
と
は
愛
す
べ
き
恋
人
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
救
わ
れ
る
べ
き
「
民
衆
」
―
社
会
矛
盾
を
浮
き
彫
り
に
し
、
芸
術
が
人
間
を
救
済
し
得
る
か
と
い
う
多
喜
二
の
問
題
意
識
を
照
射
す
る
存
在
―
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
す
る
と
、
『
山
科
の
記
憶
』
所
収
の
作
品
の
中
で
、
彼
が
特
に
「
大
津
順
吉
」
の
続
編
で
あ
る
「
過
去
」
に
注
目
し
た
と
推
測
す
る
こ
と
は
妥
当
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 
志
賀
の
「
過
去
」
で
は
、
家
の
女
中
で
あ
っ
た
〈
千
代
〉
と
〈
私
〉
と
の
関
係
は
、
語
り
手
で
あ
る
〈
私
〉
の
「
過
去
」
と
し
て
、〈
千
代
〉
の
兄
〈
為
太
郎
〉
の
死
か
ら
紐
解
か
れ
、「
復
活
」
の
〈
ネ
フ
リ
ュ
ー
ド
フ
〉
が
抱
え
た
よ
う
な
苦
悩
を
恐
れ
る
が
ゆ
え
に
〈
千
代
〉
と
の
結
婚
を
計
画
す
る
も
、
結
局
は
彼
女
を
「
重
荷
」
と
感
じ
関
係
を
清
算
し
た
〈
私
〉
の
心
境
が
淡
々
と
回
想
さ
れ
て
い
る
。
愛
情
に
よ
153
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田
口
の
感
傷
」
に
お
け
る�
m
ake a class leap ʺ
と
い
う
モ
チ
ー
フ
は
、
こ
の
時
期
の
「
大
津
順
吉
」
か
ら
の
影
響
に
よ
る
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。 
ま
た
、「
大
津
順
吉
」
は
、
二
人
の
結
婚
を
め
ぐ
る
結
末
が
描
か
れ
な
い
ま
幕
を
閉
じ
る
が
、
十
二
年
後
に
発
表
さ
れ
た
後
日
譚
「
過
去
」（
６
）
に
は
、〈
私
〉
の
〈
千
代
〉
へ
の
想
い
が
次
第
に
冷
め
、
彼
女
と
「
別
れ
た
」
と
い
う
こ
と
が
描
か
れ
る
。
な
お
、「
過
去
」
所
収
の
志
賀
の
作
品
集
『
山
科
の
記
憶
』
を
読
了
し
た
多
喜
二
の
感
想
が
、「
心
を
打
た
れ
る
よ
う
な
も
の
が
な
か
っ
た
。
形
式
と
内
容
は
「
文
芸
・
・
」
に
お
い
て
は
不
可
分
離
に
あ
る
も
の
だ
。
志
賀
直
哉
の
超
社
会
性
は
、
そ
の
文
芸
的
基
礎
を
乾
す
結
果
に
な
る
こ
と
を
意
味
し
証
明
し
て
い
る
よ
う
だ
。
」
（
二
七
年
七
月
八
日
の
日
記
）
と
い
う
否
定
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
興
味
深
い
。 
と
こ
ろ
で
、
本
多
秋
五
は
、
白
樺
派
の
作
家
た
ち
に
共
通
す
る
も
の
と
し
て
、
ト
ル
ス
ト
イ
「
復
活
」
の
モ
チ
ー
フ
を
取
り
上
げ
、
次
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。 
 
白
樺
派
の
「
自
己
を
生
か
す
」
が
、
社
会
問
題
意
識
、
或
は
民
衆
を
振
り
捨
て
た
と
い
う
面
は
、
ど
う
い
う
も
の
か
、
女
性
に
対
す
る
彼
等
の
態
度
と
非
常
に
併
行
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
白
樺
派
の
人
た
ち
の
多
く
は
、
青
年
時
代
に
小
間
使
と
関
係
す
る
と
い
う
恋
愛
を
し
て
い
ま
す
。（
中
略
）
そ
の
関
係
を
書
い
た
典
型
的
な
作
品
が
志
賀
直
哉
の
「
大
津
順
吉
」
と
「
過
去
」
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
の
際
、
ネ
フ
リ
ュ
ー
ド
フ
と
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
の
関
係
を
彼
等
は
明
瞭
に
意
識
に
入
れ
て
い
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
と
ど
の
つ
ま
り
、
簡
単
に
手
を
切
っ
て
い
る
。
旦
那
衆
が
召
使
と
の
関
係
の
手
を
切
る
の
と
同
じ
切
り
方
で
す
。
こ
れ
が
白
樺
派
の
社
会
問
題
意
識
と
い
う
も
の
を
、
非
常
に
よ
く
表
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。（
７
） 
 
本
多
が
「
大
津
順
吉
」「
過
去
」
を
例
に
挙
げ
て
指
摘
し
た
、「
民
衆
」
を
容
易
に
「
振
り
捨
て
」
て
し
ま
う
白
樺
派
の
社
会
問
題
意
識
及
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び
リ
ア
リ
ズ
ム
の
問
題
と
、
当
時
の
多
喜
二
が
志
賀
に
感
じ
と
っ
た
「
文
芸
的
基
礎
を
乾
す
」
「
超
社
会
性
」
と
を
照
合
す
る
に
あ
た
っ
て
想
起
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
は
、「
民
衆
」
の
象
徴
と
も
い
う
べ
き
社
会
的
弱
者
の
立
場
に
あ
る
女
性
た
ち
に
対
す
る
白
樺
派
と
多
喜
二
の
関
わ
り
方
の
差
異
で
あ
る
。 
こ
の
時
期
の
多
喜
二
は
、『
山
科
の
記
憶
』
読
了
の
一
月
前
に
、「
大
津
順
吉
」
を
意
識
し
て
い
た
可
能
性
が
推
察
さ
れ
る
「
姉
と
の
記
憶
」
を
『
北
方
文
芸
』
に
発
表
し
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
「
姉
と
の
記
憶
」
草
稿
を
書
き
始
め
た
一
九
二
五
年
に
は
、
前
年
に
知
っ
た
曖
昧
屋
で
働
く
少
女
・
田
口
タ
キ
へ
の
愛
情
を
募
ら
せ
、
彼
女
の
借
金
を
肩
代
わ
り
し
救
い
出
し
て
い
る
。
そ
の
後
は
彼
女
が
再
び
義
父
に
売
ら
れ
る
こ
と
を
恐
れ
、
自
宅
に
迎
え
入
れ
る
が
、
上
京
を
夢
見
る
多
喜
二
を
気
遣
っ
た
タ
キ
は
翌
年
二
六
年
に
家
出
を
し
、
さ
ら
に
二
七
年
の
こ
の
時
期
に
は
、
多
喜
二
に
行
方
を
知
ら
せ
な
い
ま
小
樽
か
ら
姿
を
消
し
て
い
た
。
こ
の
頃
の
多
喜
二
の
日
記
か
ら
は
、
タ
キ
へ
の
揺
る
ぎ
な
い
愛
情
、
彼
が
読
者
と
し
て
第
一
に
想
定
し
て
い
た
の
は
他
な
ら
な
い
タ
キ
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
文
学
的
好
奇
心
と
タ
キ
の
過
去
へ
の
関
心
か
ら
、
遊
郭
に
生
き
る
女
性
た
ち
を
訪
ね
、
彼
女
ら
の
語
り
を
記
録
し
て
い
る
多
喜
二
の
姿
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
タ
キ
の
「
生
き
る
支
え
」
と
な
る
こ
と
を
願
い
、
筆
を
執
ら
れ
た
「
そ
の
出
発
を
出
発
し
た
女
」
（
二
七
年
五
月
～
十
一
月
執
筆
）
と
い
う
未
完
の
長
編
小
説
（
８
）
の
存
在
は
、
多
喜
二
に
と
っ
て
タ
キ
と
は
愛
す
べ
き
恋
人
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
救
わ
れ
る
べ
き
「
民
衆
」
―
社
会
矛
盾
を
浮
き
彫
り
に
し
、
芸
術
が
人
間
を
救
済
し
得
る
か
と
い
う
多
喜
二
の
問
題
意
識
を
照
射
す
る
存
在
―
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
す
る
と
、
『
山
科
の
記
憶
』
所
収
の
作
品
の
中
で
、
彼
が
特
に
「
大
津
順
吉
」
の
続
編
で
あ
る
「
過
去
」
に
注
目
し
た
と
推
測
す
る
こ
と
は
妥
当
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 
志
賀
の
「
過
去
」
で
は
、
家
の
女
中
で
あ
っ
た
〈
千
代
〉
と
〈
私
〉
と
の
関
係
は
、
語
り
手
で
あ
る
〈
私
〉
の
「
過
去
」
と
し
て
、〈
千
代
〉
の
兄
〈
為
太
郎
〉
の
死
か
ら
紐
解
か
れ
、「
復
活
」
の
〈
ネ
フ
リ
ュ
ー
ド
フ
〉
が
抱
え
た
よ
う
な
苦
悩
を
恐
れ
る
が
ゆ
え
に
〈
千
代
〉
と
の
結
婚
を
計
画
す
る
も
、
結
局
は
彼
女
を
「
重
荷
」
と
感
じ
関
係
を
清
算
し
た
〈
私
〉
の
心
境
が
淡
々
と
回
想
さ
れ
て
い
る
。
愛
情
に
よ
152
(6)           「二重国籍者」と「世界意識」 
る
階
級
移
行
と
「
家
」
と
の
対
決
の
モ
チ
ー
フ
を
含
ん
だ
前
作
を
覆
し
、〈
千
代
〉
の
無
教
養
さ
に
苛
立
ち
彼
女
を
一
方
的
に
棄
て
る
〈
私
〉
が
描
か
れ
た
「
過
去
」
に
、
多
喜
二
が
落
胆
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
つ
ま
り
、
タ
キ
を
通
し
て
感
得
し
た
下
層
階
級
の
女
性
の
痛
み
と
格
差
社
会
の
矛
盾
こ
そ
を
、
自
ら
の
文
学
的
モ
チ
ー
フ
と
し
て
取
り
込
み
つ
あ
っ
た
多
喜
二
は
、
社
会
身
分
的
に
弱
者
で
あ
る
女
中
と
の
関
係
を
「
復
活
」
の
世
界
に
自
己
完
結
的
に
結
び
付
け
た
あ
げ
く
、
一
方
的
に
関
係
を
断
ち
切
っ
て
し
ま
う
〈
私
〉
を
描
き
出
し
た
志
賀
の
作
家
と
し
て
の
態
度
―
本
多
の
い
う
と
こ
ろ
の
「
社
会
問
題
意
識
」
の
あ
り
方
に
「
超
社
会
性
」
を
感
じ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
ま
た
、『
白
樺
』
創
刊
に
先
立
っ
て
出
版
さ
れ
た
武
者
小
路
実
篤
の
最
初
の
単
行
本
『
荒
野
』（
警
醒
社
書
店 
一
九
〇
八
）
所
収
の
「
彼
」
も
、
雛
妓
を
買
春
し
た
罪
意
識
に
駆
ら
れ
た
男
性
が
〈
ネ
フ
リ
ュ
ー
ド
フ
〉
を
意
識
し
て
彼
女
と
結
婚
す
る
と
い
う
物
語
で
あ
る
が
、
里
見
弴
の
「
君
と
私
と
」（
『
白
樺
』
一
九
一
三
年
四
月
～
七
月
）
お
よ
び
志
賀
の
「
過
去
」
に
顕
れ
た
「
復
活
」
の
モ
チ
ー
フ
は
、
本
多
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
「
単
な
る
恋
の
裏
切
り
で
は
な
く
、
所
有
の
不
平
等
の
上
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
に
か
わ
ら
ず
」
「
社
会
正
義
の
問
題
は
切
り
す
て
ら
れ
、
姦
淫
の
罪
だ
け
が
」
「
問
題
に
さ
れ
」
る
と
い
う
形
で
扱
わ
れ
（
９
）
、
主
人
公
の
心
中
の
〈
ネ
フ
リ
ュ
ー
ド
フ
〉
の
存
在
が
、
生
身
の
女
性
と
の
関
係
を
「
重
荷
」
に
変
え
て
ゆ
く
と
い
う
プ
ロ
ッ
ト
も
共
通
し
て
い
る
。 
一
方
、
多
喜
二
は
、
志
賀
の
「
超
社
会
性
」
を
指
摘
し
た
約
半
年
後
に
「
復
活
」
を
読
了
し
、「
感
激
を
う
け
」
て
い
る
（
二
八
年
元
日
の
日
記
）。
さ
ら
に
、
日
本
に
お
い
て
「
復
活
」
が
〈
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
〉
と
〈
ネ
フ
リ
ュ
ー
ド
フ
〉
の
関
係
に
の
み
焦
点
を
あ
て
ら
れ
受
容
さ
れ
て
い
る
現
状
へ
の
批
判
を
書
き
留
め
、
「
吹
雪
い
た
夜
の
感
想
」
（
『
小
樽
新
聞
』
二
八
年
一
月
九
日
）
と
し
て
発
表
し
て
い
る
。
白
樺
派
に
み
ら
れ
る
「
復
活
」
の
モ
チ
ー
フ
こ
そ
、
ま
さ
に
日
本
的
な
受
容
の
典
型
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
押
さ
え
た
う
え
で
、「
復
活
」
に
「
社
会
批
判
」
を
読
み
取
る
べ
き
だ
と
す
る
多
喜
二
の
主
張
を
捉
え
る
と
、
の
ち
に
彼
が
取
り
込
む
こ
と
に
な
る
「
復
活
」
的
モ
チ
ー
フ
の
原
点
が
見
え
て
く
る
で
あ
ろ
う
。 
な
お
、
同
じ
く
二
八
年
元
日
の
日
記
に
は
、
「
Ｔ
（
タ
キ
）
が
、「
復
活
」
の
カ
チ
ュ
シ
ャ
と
同
じ
よ
う
に
、
自
分
か
ら
去
っ
て
行
っ
た
。
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思
想
的
に
、
断
然
、
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
に
進
展
し
て
行
っ
た
。
」（
括
弧
：
引
用
者
）
と
あ
り
、
多
喜
二
自
身
も
〈
ネ
フ
リ
ュ
ー
ド
フ
〉
と
し
て
の
自
意
識
を
抱
い
て
い
る
よ
う
に
窺
え
る
が
、
多
喜
二
の
抱
い
た
〈
ネ
フ
リ
ュ
ー
ド
フ
〉
像
は
、
白
樺
派
の
そ
れ
と
は
異
質
の
も
の
で
あ
る
。
「
去
っ
て
行
っ
た
」
タ
キ
を
、
〈
ネ
フ
リ
ュ
ー
ド
フ
〉
と
は
別
の
人
生
を
歩
む
こ
と
を
自
ら
の
意
志
で
選
ん
だ
〈
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
〉
に
な
ぞ
ら
え
た
多
喜
二
は
、「
さ
て
、
新
し
い
時
代
が
来
た
。
俺
達
の
時
代
が
来
た
。
／
我
等
何
を
為
す
べ
き
か
で
は
な
し
に
、
如
何
に
為
す
べ
き
か
の
時
代
だ
」
と
い
う
文
章
で
こ
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
を
結
ん
で
い
る
。
こ
の
表
現
に
も
、「
復
活
」
最
終
章
に
お
い
て
、「
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
の
た
め
に
」
「
な
す
可
き
仕
事
」
の
終
焉
を
感
じ
、
新
た
に
「
吾
が
生
涯
の
務
」
―
人
々
が
「
最
大
の
幸
福
」
を
手
に
入
れ
ら
れ
る
よ
う
聖
書
の
戒
律
の
実
行
を
促
す
こ
と
―
へ
と
自
己
を
駆
り
立
て
ゆ
く
〈
ネ
フ
リ
ュ
ー
ド
フ
〉
へ
の
意
識
が
感
じ
ら
れ
よ
う
（
10
）
。 
キ
リ
ス
ト
教
と
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
の
違
い
こ
そ
あ
れ
、
一
人
の
人
間
と
の
繫
が
り
に
よ
り
、
社
会
悪
と
の
闘
い
と
自
ら
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
目
覚
め
た
〈
ネ
フ
リ
ュ
ー
ド
フ
〉
に
、
多
喜
二
は
、
タ
キ
と
の
関
わ
り
を
経
て
「
思
想
的
に
、
断
然
、
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
に
進
展
し
て
行
っ
た
」
自
身
を
重
ね
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
白
樺
派
の
作
家
た
ち
の
自
伝
的
作
品
に
顕
れ
た
〈
ネ
フ
リ
ュ
ー
ド
フ
〉
像
が
、
相
対
的
に
社
会
的
弱
者
で
あ
っ
た
下
層
階
級
の
女
性
と
性
的
関
係
を
結
び
つ
、
そ
の
関
係
性
を
容
易
に
清
算
し
て
ゆ
く
―
つ
ま
り
「
復
活
」
の
物
語
の
起
点
で
完
結
し
て
し
ま
う
の
に
対
し
、
多
喜
二
の
日
記
に
描
か
れ
た
〈
ネ
フ
リ
ュ
ー
ド
フ
〉
と
し
て
の
自
画
像
は
、「
復
活
」
の
結
末
を
髣
髴
さ
せ
る
だ
け
で
は
な
く
、
多
喜
二
の
そ
の
後
の
生
き
様
と
重
ね
ら
れ
な
が
ら
、
社
会
運
動
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
〈
ネ
フ
リ
ュ
ー
ド
フ
〉
の
そ
の
後
の
物
語
へ
と
読
者
の
想
像
を
掻
き
立
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。 
さ
ら
に
、「
姉
と
の
記
憶
」
か
ら
「
同
志
田
口
の
感
傷
」
へ
の
改
作
の
間
に
こ
れ
ら
の
日
記
や
エ
ッ
セ
イ
が
書
か
れ
た
こ
と
を
押
さ
え
る
と
、
前
者
に
は
な
く
後
者
に
は
あ
る
も
の
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
テ
ク
ス
ト
と
し
て
の
「
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
の
唄
」
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。 
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．
イ
ン
タ
ー
テ
ク
ス
ト
と
し
て
の
「
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
の
唄
」 
 
「
同
志
田
口
の
感
傷
」
と
プ
レ
テ
ク
ス
ト
「
姉
と
の
記
憶
」
の
異
同
に
眼
を
転
じ
る
と
、
語
り
手
で
あ
る
〈
私
〉
が
〈
田
口
〉
と
い
う
人
物
の
少
年
時
代
の
思
い
出
を
聞
く
と
い
う
構
成
に
変
わ
り
は
な
い
が
、「
姉
と
の
記
憶
」
が
〈
田
口
〉
の
語
り
の
後
に
〈
私
〉
の
「
附
記
」
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、「
同
志
田
口
の
感
傷
」
は
、
語
り
手
で
あ
る
〈
私
〉
の
語
り
か
ら
始
ま
り
、〈
私
〉
が
〈
四
・
一
六
事
件
〉
で
の
拘
留
か
ら
出
獄
し
て
ま
も
な
い
〈
田
口
〉
と
い
う
同
志
か
ら
、
少
年
時
代
の
彼
と
〈
姉
〉
に
ま
つ
わ
る
あ
る
日
曜
日
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
聞
く
と
い
う
完
全
な
入
れ
子
型
構
造
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
〈
田
口
〉
の
語
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
自
体
に
は
大
き
な
変
化
は
な
く
、
内
容
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。 
〈
田
口
〉
が
幼
い
頃
、
〈
姉
〉
は
苦
学
し
て
女
学
校
に
通
っ
て
い
た
が
、
日
曜
の
鰊
労
働
だ
け
は
拒
ん
だ
。
理
由
は
、
鰊
の
群
来
と
鰊
労
働
は
「
市
」
の
人
間
に
と
っ
て
は
春
の
風
物
詩
で
あ
っ
た
め
、
休
日
に
は
級
友
達
も
見
物
に
来
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
結
局
〈
姉
〉
は
鰊
労
働
に
出
さ
れ
、〈
田
口
〉
も
一
緒
に
浜
へ
出
掛
け
鰊
拾
い
を
す
る
。〈
田
口
〉
は
そ
こ
で
、
畚
負
い
の
女
性
た
ち
の
〈
市
の
人
〉
へ
の
羨
望
の
眼
差
し
と
、
彼
女
た
ち
の
視
線
を
浴
び
な
が
ら
悠
々
と
「
鰊
場
見
物
」
を
す
る
〈
市
の
人
〉
と
い
う
構
図
を
目
の
当
た
り
に
す
る
。
さ
ら
に
、
〈
姉
〉
を
含
め
た
畚
負
い
の
女
性
労
働
者
た
ち
は
、
見
物
客
の
男
性
や
漁
夫
か
ら
の
性
的
な
視
線
だ
け
で
な
く
、
同
性
で
あ
る
女
性
見
物
客
か
ら
の
揶
揄
す
る
よ
う
な
視
線
に
苛
ま
れ
つ
働
く
の
だ
が
、
〈
田
口
〉
自
身
も
〈
市
の
人
〉
か
ら
の
視
線
に
よ
り
階
級
的
差
異
を
突
き
つ
け
ら
れ
て
ゆ
く
。
ま
た
、
見
物
客
の
少
女
の
兄
の
心
無
い
言
葉
に
激
昂
し
、
暴
力
で
応
酬
す
る
と
い
う
事
件
も
起
こ
し
て
し
ま
う
。
疲
れ
果
て
た
帰
途
、
〈
姉
〉
は
「
自
分
達
に
も
いヽ
ヽ
時
が
く
る
」
と
〈
田
口
〉
に
言
い
聞
か
せ
る
。
―
以
上
が
〈
田
口
〉
の
語
っ
た
内
容
で
あ
り
、
そ
の
後
、
語
り
手
は
再
び
〈
私
〉
に
シ
フ
ト
す
る
。
〈
私
〉
に
よ
る
と
、
〈
姉
〉
は
の
ち
に
小
学
校
教
員
に
な
り
、
〈
田
口
〉
を
医
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師
に
す
べ
く
進
学
さ
せ
る
が
、
彼
は
共
産
主
義
運
動
に
身
を
投
じ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
し
て
〈
私
〉
は
、
〈
姉
〉
が
〈
大
学
を
出
た
地
主
の
息
子
〉
と
恋
愛
を
し
、
そ
れ
が
「
不
幸
に
終
わ
っ
た
」
た
め
「
気
が
変
」
に
な
り
自
害
し
た
こ
と
を
噂
で
聞
い
た
。
だ
が
〈
田
口
〉
は
〈
姉
〉
の
死
に
つ
い
て
は
一
切
語
ら
な
い
の
で
、
自
分
も
訊
ね
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。
―
以
上
が
、
こ
の
テ
ク
ス
ト
全
体
の
プ
ロ
ッ
ト
で
あ
る
。 
プ
レ
テ
ク
ス
ト
と
の
異
同
と
し
て
は
、
運
動
の
内
実
と
語
り
手
で
あ
る
〈
私
〉
の
立
場
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
点
、
少
年
の
日
の
〈
田
口
〉
を
ハ
ビ
ト
ゥ
ス
の
違
い
か
ら
侮
辱
す
る
人
間
が
、
少
女
の
母
親
で
は
な
く
兄
に
な
っ
て
い
る
点
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
で
は
、「
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
の
唄
」
が
イ
ン
タ
ー
テ
ク
ス
ト
と
し
て
新
た
に
織
り
込
ま
れ
、
初
出
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
永
田
一
脩
に
よ
る
カ
ッ
ト
も
、〈
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
〉
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
洋
装
・
洋
髪
の
少
女
が
描
か
れ
て
い
る
点
に
着
目
し
た
い
。 
先
述
し
た
よ
う
に
、「
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
の
唄
」
と
は
、
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
の
劇
団
芸
術
座
第
三
回
公
演
「
復
活
」
で
〈
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
〉
役
の
松
井
須
磨
子
に
よ
っ
て
歌
わ
れ
た
劇
中
歌
（
作
詞
／
島
村
抱
月
・
相
馬
御
風 
作
曲
／
中
山
晋
平 
唄
／
松
井
須
磨
子
）
で
あ
る
。
歌
詞
は
「
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
可
愛
や
／
わ
か
れ
の
つ
ら
さ
／
せ
め
て
淡
雪
と
け
ぬ
間
と
／
神
に
ね
が
ひ
を
か
け
ま
し
ょ
か
」
と
い
う
も
の
で
、
一
九
一
五
年
に
レ
コ
ー
ド
化
さ
れ
て
い
る
。 
永
嶺
重
敏
に
よ
る
と
、
こ
の
歌
が
広
く
流
行
し
た
背
景
に
は
、
演
歌
師
の
存
在
や
楽
譜
や
歌
詞
な
ど
の
印
刷
メ
デ
ィ
ア
の
普
及
、
そ
し
て
「
芸
術
座
の
巡
業
に
よ
っ
て
、
五
年
間
に
わ
た
っ
て
日
本
全
国
・
外
地
の
さ
ま
ざ
ま
な
劇
場
で
歌
わ
れ
続
け
た
こ
と
」
が
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、「
明
治
末
か
ら
大
正
初
期
は
レ
コ
ー
ド
が
普
及
し
始
め
た
と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ
〈
歌
う
文
化
〉
が
人
々
の
生
活
に
脈
々
と
息
づ
い
て
い
た
時
代
」
で
あ
り
、「
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
の
唄
」
は
日
常
の
様
々
な
場
面
で
、
多
様
な
年
齢
層
の
人
々
に
頻
繁
に
歌
わ
れ
、
伝
播
し
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
11
）
。 
「
同
志
田
口
の
感
傷
」
は
、
無
意
識
に
口
ず
さ
ん
だ
歌
が
「
心
の
気
付
か
れ
な
い
隅
ッ
こ
に
残
っ
て
い
る
「
追
憶
」
を
伴
っ
て
い
る
」
と
い
う
〈
田
口
〉
の
言
葉
を
語
り
直
す
〈
私
〉
の
語
り
か
ら
始
ま
る
。
そ
し
て
、
〈
田
口
〉
が
ふ
と
口
ず
さ
ん
だ
「
せ
め
て
淡
雪
と
け
ぬ
間
に
149
(8)           「二重国籍者」と「世界意識」 
 
Ⅲ
．
イ
ン
タ
ー
テ
ク
ス
ト
と
し
て
の
「
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
の
唄
」 
 
「
同
志
田
口
の
感
傷
」
と
プ
レ
テ
ク
ス
ト
「
姉
と
の
記
憶
」
の
異
同
に
眼
を
転
じ
る
と
、
語
り
手
で
あ
る
〈
私
〉
が
〈
田
口
〉
と
い
う
人
物
の
少
年
時
代
の
思
い
出
を
聞
く
と
い
う
構
成
に
変
わ
り
は
な
い
が
、「
姉
と
の
記
憶
」
が
〈
田
口
〉
の
語
り
の
後
に
〈
私
〉
の
「
附
記
」
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、「
同
志
田
口
の
感
傷
」
は
、
語
り
手
で
あ
る
〈
私
〉
の
語
り
か
ら
始
ま
り
、〈
私
〉
が
〈
四
・
一
六
事
件
〉
で
の
拘
留
か
ら
出
獄
し
て
ま
も
な
い
〈
田
口
〉
と
い
う
同
志
か
ら
、
少
年
時
代
の
彼
と
〈
姉
〉
に
ま
つ
わ
る
あ
る
日
曜
日
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
聞
く
と
い
う
完
全
な
入
れ
子
型
構
造
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
〈
田
口
〉
の
語
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
自
体
に
は
大
き
な
変
化
は
な
く
、
内
容
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。 
〈
田
口
〉
が
幼
い
頃
、
〈
姉
〉
は
苦
学
し
て
女
学
校
に
通
っ
て
い
た
が
、
日
曜
の
鰊
労
働
だ
け
は
拒
ん
だ
。
理
由
は
、
鰊
の
群
来
と
鰊
労
働
は
「
市
」
の
人
間
に
と
っ
て
は
春
の
風
物
詩
で
あ
っ
た
め
、
休
日
に
は
級
友
達
も
見
物
に
来
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
結
局
〈
姉
〉
は
鰊
労
働
に
出
さ
れ
、〈
田
口
〉
も
一
緒
に
浜
へ
出
掛
け
鰊
拾
い
を
す
る
。〈
田
口
〉
は
そ
こ
で
、
畚
負
い
の
女
性
た
ち
の
〈
市
の
人
〉
へ
の
羨
望
の
眼
差
し
と
、
彼
女
た
ち
の
視
線
を
浴
び
な
が
ら
悠
々
と
「
鰊
場
見
物
」
を
す
る
〈
市
の
人
〉
と
い
う
構
図
を
目
の
当
た
り
に
す
る
。
さ
ら
に
、
〈
姉
〉
を
含
め
た
畚
負
い
の
女
性
労
働
者
た
ち
は
、
見
物
客
の
男
性
や
漁
夫
か
ら
の
性
的
な
視
線
だ
け
で
な
く
、
同
性
で
あ
る
女
性
見
物
客
か
ら
の
揶
揄
す
る
よ
う
な
視
線
に
苛
ま
れ
つ
働
く
の
だ
が
、
〈
田
口
〉
自
身
も
〈
市
の
人
〉
か
ら
の
視
線
に
よ
り
階
級
的
差
異
を
突
き
つ
け
ら
れ
て
ゆ
く
。
ま
た
、
見
物
客
の
少
女
の
兄
の
心
無
い
言
葉
に
激
昂
し
、
暴
力
で
応
酬
す
る
と
い
う
事
件
も
起
こ
し
て
し
ま
う
。
疲
れ
果
て
た
帰
途
、
〈
姉
〉
は
「
自
分
達
に
も
いヽ
ヽ
時
が
く
る
」
と
〈
田
口
〉
に
言
い
聞
か
せ
る
。
―
以
上
が
〈
田
口
〉
の
語
っ
た
内
容
で
あ
り
、
そ
の
後
、
語
り
手
は
再
び
〈
私
〉
に
シ
フ
ト
す
る
。
〈
私
〉
に
よ
る
と
、
〈
姉
〉
は
の
ち
に
小
学
校
教
員
に
な
り
、
〈
田
口
〉
を
医
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師
に
す
べ
く
進
学
さ
せ
る
が
、
彼
は
共
産
主
義
運
動
に
身
を
投
じ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
し
て
〈
私
〉
は
、
〈
姉
〉
が
〈
大
学
を
出
た
地
主
の
息
子
〉
と
恋
愛
を
し
、
そ
れ
が
「
不
幸
に
終
わ
っ
た
」
た
め
「
気
が
変
」
に
な
り
自
害
し
た
こ
と
を
噂
で
聞
い
た
。
だ
が
〈
田
口
〉
は
〈
姉
〉
の
死
に
つ
い
て
は
一
切
語
ら
な
い
の
で
、
自
分
も
訊
ね
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。
―
以
上
が
、
こ
の
テ
ク
ス
ト
全
体
の
プ
ロ
ッ
ト
で
あ
る
。 
プ
レ
テ
ク
ス
ト
と
の
異
同
と
し
て
は
、
運
動
の
内
実
と
語
り
手
で
あ
る
〈
私
〉
の
立
場
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
点
、
少
年
の
日
の
〈
田
口
〉
を
ハ
ビ
ト
ゥ
ス
の
違
い
か
ら
侮
辱
す
る
人
間
が
、
少
女
の
母
親
で
は
な
く
兄
に
な
っ
て
い
る
点
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
で
は
、「
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
の
唄
」
が
イ
ン
タ
ー
テ
ク
ス
ト
と
し
て
新
た
に
織
り
込
ま
れ
、
初
出
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
永
田
一
脩
に
よ
る
カ
ッ
ト
も
、〈
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
〉
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
洋
装
・
洋
髪
の
少
女
が
描
か
れ
て
い
る
点
に
着
目
し
た
い
。 
先
述
し
た
よ
う
に
、「
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
の
唄
」
と
は
、
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
の
劇
団
芸
術
座
第
三
回
公
演
「
復
活
」
で
〈
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
〉
役
の
松
井
須
磨
子
に
よ
っ
て
歌
わ
れ
た
劇
中
歌
（
作
詞
／
島
村
抱
月
・
相
馬
御
風 
作
曲
／
中
山
晋
平 
唄
／
松
井
須
磨
子
）
で
あ
る
。
歌
詞
は
「
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
可
愛
や
／
わ
か
れ
の
つ
ら
さ
／
せ
め
て
淡
雪
と
け
ぬ
間
と
／
神
に
ね
が
ひ
を
か
け
ま
し
ょ
か
」
と
い
う
も
の
で
、
一
九
一
五
年
に
レ
コ
ー
ド
化
さ
れ
て
い
る
。 
永
嶺
重
敏
に
よ
る
と
、
こ
の
歌
が
広
く
流
行
し
た
背
景
に
は
、
演
歌
師
の
存
在
や
楽
譜
や
歌
詞
な
ど
の
印
刷
メ
デ
ィ
ア
の
普
及
、
そ
し
て
「
芸
術
座
の
巡
業
に
よ
っ
て
、
五
年
間
に
わ
た
っ
て
日
本
全
国
・
外
地
の
さ
ま
ざ
ま
な
劇
場
で
歌
わ
れ
続
け
た
こ
と
」
が
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、「
明
治
末
か
ら
大
正
初
期
は
レ
コ
ー
ド
が
普
及
し
始
め
た
と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ
〈
歌
う
文
化
〉
が
人
々
の
生
活
に
脈
々
と
息
づ
い
て
い
た
時
代
」
で
あ
り
、「
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
の
唄
」
は
日
常
の
様
々
な
場
面
で
、
多
様
な
年
齢
層
の
人
々
に
頻
繁
に
歌
わ
れ
、
伝
播
し
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
11
）
。 
「
同
志
田
口
の
感
傷
」
は
、
無
意
識
に
口
ず
さ
ん
だ
歌
が
「
心
の
気
付
か
れ
な
い
隅
ッ
こ
に
残
っ
て
い
る
「
追
憶
」
を
伴
っ
て
い
る
」
と
い
う
〈
田
口
〉
の
言
葉
を
語
り
直
す
〈
私
〉
の
語
り
か
ら
始
ま
る
。
そ
し
て
、
〈
田
口
〉
が
ふ
と
口
ず
さ
ん
だ
「
せ
め
て
淡
雪
と
け
ぬ
間
に
148
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…
」
が
示
さ
れ
た
後
、
語
り
手
は
〈
田
口
〉
へ
と
シ
フ
ト
す
る
。
〈
田
口
〉
が
語
り
終
え
た
後
、「
せ
め
て
淡
雪
と
は
？
」
と
訊
ね
る
〈
私
〉
に
対
し
、
〈
田
口
〉
は
曖
昧
に
答
え
る
だ
け
で
、
そ
の
歌
が
「
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
の
唄
」
で
あ
る
こ
と
は
伏
せ
ら
れ
、
た
だ
彼
に
と
っ
て
そ
の
歌
が
あ
る
一
日
の
〈
姉
〉
と
の
記
憶
に
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
だ
け
が
情
感
的
に
漂
う
と
い
う
手
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
歌
の
一
節
と
、「
地
主
の
息
子
」
と
恋
愛
し
た
結
果
棄
て
ら
れ
た
〈
姉
〉
の
物
語
か
ら
、
当
時
の
読
者
は
こ
の
テ
ク
ス
ト
に
織
り
込
ま
れ
た
「
復
活
」
の
モ
チ
ー
フ
に
容
易
に
気
づ
い
た
で
あ
ろ
う
。 
な
お
、
島
村
抱
月
に
よ
る
脚
色
と
、
原
作
お
よ
び
バ
タ
イ
ユ
版
「
復
活
」
の
比
較
考
察
を
行
っ
た
コ
ル
コ
・
マ
リ
ア
は
、「
公
演
当
時
、
日
本
で
は
政
府
に
よ
る
思
想
統
制
が
な
さ
れ
つ
あ
っ
た
め
、
抱
月
は
小
説
と
バ
タ
イ
ユ
の
翻
案
を
再
脚
色
す
る
際
、
社
会
主
義
、
無
政
府
主
義
に
関
す
る
言
及
を
避
け
」
、「
悲
恋
物
語
で
あ
る
主
筋
の
み
が
単
線
的
に
残
さ
れ
、
社
会
批
判
及
び
宗
教
性
と
い
う
二
つ
の
側
面
が
完
全
に
排
除
さ
れ
」
た
と
述
べ
て
い
る
（
12
）
。
島
村
抱
月
の
演
劇
と
、
ト
ル
ス
ト
イ
の
原
作
と
の
間
に
は
大
き
な
乖
離
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
押
さ
え
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。 
ま
た
、
昭
和
初
期
の
時
空
か
ら
こ
の
テ
ク
ス
ト
を
俯
瞰
す
る
と
、
失
わ
れ
つ
あ
る
風
景
と
な
っ
た
鰊
の
群
来
に
沸
く
北
の
漁
村
を
舞
台
に
、「
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
の
唄
」
を
通
奏
低
音
と
し
た
薄
幸
な
〈
姉
〉
の
物
語
が
前
景
化
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、〈
ネ
フ
リ
ュ
ー
ド
フ
〉
に
棄
て
ら
れ
た
〈
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
〉
と
い
う
大
正
期
の
大
衆
演
劇
的
な
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
が
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
に
醸
成
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
が
、
階
級
移
行
を
果
た
す
も
最
終
的
に
自
害
し
た
〈
姉
〉
の
存
在
に
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
と
し
て
覚
醒
し
た
〈
田
口
〉
に
目
を
転
じ
る
と
、
原
作
の
「
復
活
」
に
お
け
る
〈
ネ
フ
リ
ュ
ー
ド
フ
〉
の
姿
が
立
ち
上
が
っ
て
く
る
。
性
関
係
と
姦
淫
の
罪
意
識
で
完
結
す
る
〈
ネ
フ
リ
ュ
ー
ド
フ
〉
像
の
印
象
が
強
い
白
樺
派
の
作
品
群
と
は
異
な
り
、
多
喜
二
の
作
品
の
場
合
は
、
〈
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
〉
の
側
か
ら
「
復
活
」
の
モ
チ
ー
フ
を
掬
い
上
げ
な
が
ら
、
〈
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
〉
を
通
し
て
見
え
て
く
る
も
の
こ
そ
が
〈
ネ
フ
リ
ュ
ー
ド
フ
〉
を
覚
醒
さ
せ
る
と
い
う
テ
ー
マ
が
流
れ
て
お
り
、
原
作
へ
の
遡
及
性
が
孕
ま
れ
て
い
る
。 
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一
方
、
原
作
に
お
け
る
〈
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
〉
が
、
〈
ネ
フ
リ
ュ
ー
ド
フ
〉
の
子
を
孕
ん
だ
末
に
棄
て
ら
れ
、
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
シ
ベ
リ
ア
徒
刑
と
な
っ
て
も
、
過
去
を
振
り
向
か
ず
生
き
抜
こ
う
と
す
る
強
か
さ
を
持
つ
の
と
は
対
照
的
に
、「
同
志
田
口
の
感
傷
」
の
〈
姉
〉
は
、
「
地
主
の
息
子
」
と
の
関
係
が
変
化
し
た
後
「
気
が
変
」
に
な
り
川
に
身
を
投
げ
、
遺
体
さ
え
も
未
だ
に
上
が
ら
な
い
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
〈
田
口
〉
の
感
傷
的
な
思
い
出
の
中
に
「
淡
雪
」
の
よ
う
に
溶
け
込
ん
で
し
ま
う
と
い
う
、
ま
さ
に
「
感
傷
」
的
な
結
末
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、〈
姉
〉の
自
死
と
い
う
プ
ロ
ッ
ト
の
鍵
を
探
る
べ
く
、
再
び
草
稿
ノ
ー
ト
に
立
ち
戻
り
、も
う
一
つ
の
走
り
書
き
―
�
Strindberg ʺ
を
思
い
起
こ
し
て
み
た
い
。 
  
Ⅳ
．
多
喜
二
の
階
級
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
観
と
「
二
重
国
籍
者
」
意
識 
 
前
掲
の
草
稿
ノ
ー
ト
の
表
紙
裏
に
は
、
自
身
の
姓
「
小
林
」
の
欧
文
筆
記
体
と
も
に
、Strindberg
と
い
う
文
字
も
二
つ
記
さ
れ
て
い
る
。 
Strindberg
と
は
、
当
時
、
イ
プ
セ
ン
と
も
に
よ
く
読
ま
れ
て
い
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
作
家
―
ヨ
ハ
ン
・
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
（Johan August Strindberg
）
を
指
す
。
日
記
及
び
書
簡
を
紐
解
く
と
、
一
九
二
四
年
か
ら
二
六
年
に
か
け
て
、
多
喜
二
が
集
中
的
に
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
を
読
ん
で
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
こ
で
想
起
し
た
い
の
は
、
二
四
年
十
一
月
二
十
一
日
に
多
喜
二
が
阿
部
次
郎
に
送
付
し
た
「
ユ
リ
イ
嬢
に
あ
ら
わ
れ
た
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
ル
ク
の
思
想
と
そ
の
態
度
」
と
い
う
原
稿
で
あ
る
（
13
）
。 
亀
井
秀
雄
に
よ
る
と
、
こ
の
時
期
の
多
喜
二
は
、
阿
部
次
郎
の
『
合
本
三
太
郎
の
日
記
』（
岩
波
書
店 
一
九
一
八
）
を
所
蔵
し
、
共
感
を
お
ぼ
え
た
箇
所
に
書
き
込
み
を
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
の
小
論
を
送
っ
た
理
由
は
、
阿
部
が
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
の
小
説
「
赤
147
(10)           「二重国籍者」と「世界意識」 
…
」
が
示
さ
れ
た
後
、
語
り
手
は
〈
田
口
〉
へ
と
シ
フ
ト
す
る
。
〈
田
口
〉
が
語
り
終
え
た
後
、「
せ
め
て
淡
雪
と
は
？
」
と
訊
ね
る
〈
私
〉
に
対
し
、
〈
田
口
〉
は
曖
昧
に
答
え
る
だ
け
で
、
そ
の
歌
が
「
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
の
唄
」
で
あ
る
こ
と
は
伏
せ
ら
れ
、
た
だ
彼
に
と
っ
て
そ
の
歌
が
あ
る
一
日
の
〈
姉
〉
と
の
記
憶
に
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
だ
け
が
情
感
的
に
漂
う
と
い
う
手
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
歌
の
一
節
と
、「
地
主
の
息
子
」
と
恋
愛
し
た
結
果
棄
て
ら
れ
た
〈
姉
〉
の
物
語
か
ら
、
当
時
の
読
者
は
こ
の
テ
ク
ス
ト
に
織
り
込
ま
れ
た
「
復
活
」
の
モ
チ
ー
フ
に
容
易
に
気
づ
い
た
で
あ
ろ
う
。 
な
お
、
島
村
抱
月
に
よ
る
脚
色
と
、
原
作
お
よ
び
バ
タ
イ
ユ
版
「
復
活
」
の
比
較
考
察
を
行
っ
た
コ
ル
コ
・
マ
リ
ア
は
、「
公
演
当
時
、
日
本
で
は
政
府
に
よ
る
思
想
統
制
が
な
さ
れ
つ
あ
っ
た
め
、
抱
月
は
小
説
と
バ
タ
イ
ユ
の
翻
案
を
再
脚
色
す
る
際
、
社
会
主
義
、
無
政
府
主
義
に
関
す
る
言
及
を
避
け
」
、「
悲
恋
物
語
で
あ
る
主
筋
の
み
が
単
線
的
に
残
さ
れ
、
社
会
批
判
及
び
宗
教
性
と
い
う
二
つ
の
側
面
が
完
全
に
排
除
さ
れ
」
た
と
述
べ
て
い
る
（
12
）
。
島
村
抱
月
の
演
劇
と
、
ト
ル
ス
ト
イ
の
原
作
と
の
間
に
は
大
き
な
乖
離
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
押
さ
え
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。 
ま
た
、
昭
和
初
期
の
時
空
か
ら
こ
の
テ
ク
ス
ト
を
俯
瞰
す
る
と
、
失
わ
れ
つ
あ
る
風
景
と
な
っ
た
鰊
の
群
来
に
沸
く
北
の
漁
村
を
舞
台
に
、「
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
の
唄
」
を
通
奏
低
音
と
し
た
薄
幸
な
〈
姉
〉
の
物
語
が
前
景
化
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、〈
ネ
フ
リ
ュ
ー
ド
フ
〉
に
棄
て
ら
れ
た
〈
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
〉
と
い
う
大
正
期
の
大
衆
演
劇
的
な
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
が
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
に
醸
成
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
が
、
階
級
移
行
を
果
た
す
も
最
終
的
に
自
害
し
た
〈
姉
〉
の
存
在
に
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
と
し
て
覚
醒
し
た
〈
田
口
〉
に
目
を
転
じ
る
と
、
原
作
の
「
復
活
」
に
お
け
る
〈
ネ
フ
リ
ュ
ー
ド
フ
〉
の
姿
が
立
ち
上
が
っ
て
く
る
。
性
関
係
と
姦
淫
の
罪
意
識
で
完
結
す
る
〈
ネ
フ
リ
ュ
ー
ド
フ
〉
像
の
印
象
が
強
い
白
樺
派
の
作
品
群
と
は
異
な
り
、
多
喜
二
の
作
品
の
場
合
は
、
〈
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
〉
の
側
か
ら
「
復
活
」
の
モ
チ
ー
フ
を
掬
い
上
げ
な
が
ら
、
〈
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
〉
を
通
し
て
見
え
て
く
る
も
の
こ
そ
が
〈
ネ
フ
リ
ュ
ー
ド
フ
〉
を
覚
醒
さ
せ
る
と
い
う
テ
ー
マ
が
流
れ
て
お
り
、
原
作
へ
の
遡
及
性
が
孕
ま
れ
て
い
る
。 
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一
方
、
原
作
に
お
け
る
〈
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
〉
が
、
〈
ネ
フ
リ
ュ
ー
ド
フ
〉
の
子
を
孕
ん
だ
末
に
棄
て
ら
れ
、
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
シ
ベ
リ
ア
徒
刑
と
な
っ
て
も
、
過
去
を
振
り
向
か
ず
生
き
抜
こ
う
と
す
る
強
か
さ
を
持
つ
の
と
は
対
照
的
に
、「
同
志
田
口
の
感
傷
」
の
〈
姉
〉
は
、
「
地
主
の
息
子
」
と
の
関
係
が
変
化
し
た
後
「
気
が
変
」
に
な
り
川
に
身
を
投
げ
、
遺
体
さ
え
も
未
だ
に
上
が
ら
な
い
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
〈
田
口
〉
の
感
傷
的
な
思
い
出
の
中
に
「
淡
雪
」
の
よ
う
に
溶
け
込
ん
で
し
ま
う
と
い
う
、
ま
さ
に
「
感
傷
」
的
な
結
末
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、〈
姉
〉
の
自
死
と
い
う
プ
ロ
ッ
ト
の
鍵
を
探
る
べ
く
、
再
び
草
稿
ノ
ー
ト
に
立
ち
戻
り
、
も
う
一
つ
の
走
り
書
き
―
"Strindberg"
を
思
い
起
こ
し
て
み
た
い
。 
  
Ⅳ
．
多
喜
二
の
階
級
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
観
と
「
二
重
国
籍
者
」
意
識 
 
前
掲
の
草
稿
ノ
ー
ト
の
表
紙
裏
に
は
、
自
身
の
姓
「
小
林
」
の
欧
文
筆
記
体
と
も
に
、Strindberg
と
い
う
文
字
も
二
つ
記
さ
れ
て
い
る
。 
Strindberg
と
は
、
当
時
、
イ
プ
セ
ン
と
も
に
よ
く
読
ま
れ
て
い
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
作
家
―
ヨ
ハ
ン
・
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
（Johan August Strindberg
）
を
指
す
。
日
記
及
び
書
簡
を
紐
解
く
と
、
一
九
二
四
年
か
ら
二
六
年
に
か
け
て
、
多
喜
二
が
集
中
的
に
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
を
読
ん
で
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
こ
で
想
起
し
た
い
の
は
、
二
四
年
十
一
月
二
十
一
日
に
多
喜
二
が
阿
部
次
郎
に
送
付
し
た
「
ユ
リ
イ
嬢
に
あ
ら
わ
れ
た
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
ル
ク
の
思
想
と
そ
の
態
度
」
と
い
う
原
稿
で
あ
る
（
13
）
。 
亀
井
秀
雄
に
よ
る
と
、
こ
の
時
期
の
多
喜
二
は
、
阿
部
次
郎
の
『
合
本
三
太
郎
の
日
記
』（
岩
波
書
店 
一
九
一
八
）
を
所
蔵
し
、
共
感
を
お
ぼ
え
た
箇
所
に
書
き
込
み
を
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
の
小
論
を
送
っ
た
理
由
は
、
阿
部
が
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
の
小
説
「
赤
146
(12)           「二重国籍者」と「世界意識」 
い
部
屋
」
の
翻
訳
者
で
あ
っ
た
か
ら
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
（
14
）
、
多
喜
二
の
阿
部
宛
書
簡
に
は
、
小
樽
高
商
時
代
の
恩
師
で
あ
る
大
熊
信
行
か
ら
阿
部
の
話
題
を
度
々
耳
に
し
た
こ
と
や
、
小
樽
で
の
阿
部
の
講
演
を
聴
き
「
三
太
郎
の
日
記
あ
た
り
で
考
え
て
い
た
先
生
よ
り
は
何
ん
と
な
く
、
物
静
か
な
感
を
受
け
」
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
多
喜
二
が
阿
部
の
人
間
性
に
親
し
み
を
抱
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
阿
部
か
ら
の
返
信
の
有
無
は
不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
後
も
多
喜
二
が
「
三
太
郎
の
日
記
」
に
関
心
を
寄
せ
続
け
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。 
と
こ
ろ
で
、
多
喜
二
の
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
論
は
、
戯
曲Fr öken	Julie
（
15
）
の
ヒ
ロ
イ
ン
で
あ
る
令
嬢
〈
ユ
リ
イ
〉
が
「
如
何
に
し
て
ジ
ャ
ン
に
身
を
ま
か
せ
、
如
何
に
し
て
死
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
」
と
い
う
問
題
提
起
か
ら
始
ま
る
。
多
喜
二
の
言
葉
を
借
り
る
と
、
こ
の
作
品
は
「
結
婚
＝
女
を
し
て
男
の
奴
隷
と
す
る
」
と
い
う
極
端
な
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
教
育
を
受
け
た
「
近
代
に
於
て
発
見
さ
れ
た
新
ら
し
い
型
」
の
人
間
で
あ
る
〈
ユ
リ
イ
〉
が
、
性
欲
と
い
う
「
自
然
」
を
抑
圧
し
た
結
果
、
仲
夏
祭
の
晩
に
下
男
の
〈
ジ
ャ
ン
〉
と
一
夜
限
り
の
関
係
を
結
び
、
翌
朝
に
は
死
を
選
ぶ
と
い
う
一
幕
物
の
戯
曲
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
発
表
当
時
か
ら
階
級
問
題
と
い
う
テ
ー
マ
の
下
に
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
多
喜
二
は
、「
階
級
破
壊
の
詩
で
は
な
い
」
と
断
言
し
、
下
層
階
級
の
男
性
が
令
嬢
を
性
で
「
征
服
」
し
た
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
行
為
で
階
級
は
破
壊
さ
れ
得
な
い
、
階
級
を
甘
く
見
る
べ
き
で
は
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
。 
多
喜
二
に
よ
る
と
、
〈
ジ
ャ
ン
〉
と
〈
ユ
リ
イ
〉
の
一
夜
だ
け
の
性
関
係
は
、
二
人
が
階
級
的
観
念
、
差
別
か
ら
離
れ
て
自
然
の
人
間
と
し
て
相
対
す
る
と
い
う
こ
と
を
促
し
、
こ
れ
ま
で
階
級
的
観
念
に
よ
っ
て
不
可
視
で
あ
っ
た
二
人
の
生
物
学
的
性
差
が
明
ら
か
と
な
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
教
育
の
結
果
「
半
女
性
」
と
し
て
成
人
し
た
は
ず
の
〈
ユ
リ
イ
〉
が
〈
ジ
ャ
ン
〉
に
愛
情
表
現
を
要
求
す
る
「
女
」
へ
と
変
化
す
る
。
さ
ら
に
最
後
の
〈
ユ
リ
イ
〉
の
自
殺
の
原
因
は
、
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
が
序
文
で
述
べ
て
い
る
「
ユ
リ
イ
は
貴
族
で
名
誉
を
重
ん
じ
て
い
る
か
ら
」
と
い
う
よ
り
も
、
自
身
を
「
女
」
に
変
化
さ
せ
た
当
事
者
で
あ
る
〈
ジ
ャ
ン
〉
か
ら
「
あ
な
た
よ
り
前
に
大
勢
の
女
が
し
た
と
同
じ
こ
と
を
し
た
ゞ
け
で
す
」
と
言
わ
れ
、「
女
」
で
あ
る
こ
と
を
忌
避
し
て
き
た
自
分
が
、
今
や
完
全
に
「
女
」
へ
と
「
堕
ち
」
て
し
ま
っ
た
と
い
う
絶
望
に
陥
っ
た
こ
と
に
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
結
論
部
分
で
は
、「
貞
操
上
の
責
任
分
担
」
に
は
男
女
差
が
あ
り
、
女
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性
に
は
懐
妊
と
い
う
責
任
が
不
可
避
で
あ
る
こ
と
、
階
級
の
差
異
を
別
と
し
て
、
女
性
に
と
っ
て
、「
性
」
と
は
身
体
の
上
で
も
貞
操
観
念
的
に
も
重
大
な
意
味
を
持
つ
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
生
物
学
的
な
性
差
や
性
欲
は
自
然
に
付
与
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
「
婦
人
問
題
提
出
者
」
の
「
致
命
的
フ
ェ
ー
タ
ル
な
傷
」
は
「
生
理
学
的
に
正
し
い
こ
と
」
を
見
落
と
し
て
い
る
点
に
あ
る
と
語
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
関
係
性
の
持
続
に
繫
が
ら
な
い
性
体
験
は
、
女
性
に
と
っ
て
死
活
問
題
と
な
り
う
る
と
い
う
観
点
を
当
時
の
多
喜
二
が
持
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
、
多
喜
二
が
提
出
し
た
以
上
の
よ
う
な
視
点
は
、「
同
志
田
口
の
感
傷
」
に
お
け
る
〈
姉
〉
の
恋
愛
と
死
の
意
味
を
解
く
一
つ
の
鍵
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。 
〈
田
口
〉
の
回
想
に
よ
る
と
、「
鱗
の
つ
い
た
か
す
り
の
刺
子
」
を
着
て
「
鞋
」
を
履
い
た
〈
姉
〉
は
、
〈
田
口
〉
に
は
「
男
」
の
よ
う
に
見
え
」
て
い
て
も
、「
市
」
の
男
性
に
は
魅
力
的
に
映
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
〈
田
口
〉
は
、
男
性
の
視
線
を
避
け
る
よ
う
に
終
始
俯
く
〈
姉
〉
を
見
て
「
変
な
気
持
」
を
お
ぼ
え
る
。
こ
の
日
、〈
田
口
〉
は
一
人
の
女
性
と
し
て
の
〈
姉
〉
を
見
出
し
、〈
姉
〉
自
身
も
ま
た
自
身
の
性
を
意
識
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。 
な
お
、
〈
姉
〉
は
、
既
に
階
級
移
行
に
伴
う
苦
痛
の
中
に
あ
り
、
特
に
学
友
の
視
線
を
恐
れ
て
い
る
。
階
級
移
行
の
代
償
と
し
て
の
日
曜
の
鰊
労
働
現
場
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
階
級
が
他
者
の
視
線
に
よ
り
浮
き
彫
り
に
さ
れ
る
ト
ポ
ス
で
あ
り
、
少
女
に
は
特
に
苛
酷
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
し
て
重
要
な
の
は
、
そ
れ
ま
で
苦
難
に
耐
え
て
き
た
〈
姉
〉
が
、
〈
地
主
の
息
子
〉
と
の
恋
愛
の
結
果
、
自
害
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
ッ
ト
は
、
彼
女
の
尊
厳
が
突
き
崩
さ
れ
、
心
を
毀
す
ほ
ど
の
「
何
か
」
が
起
き
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。「
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
の
唄
」
と
、
一
人
の
女
性
と
し
て
〈
姉
〉
を
異
化
す
る
視
点
を
持
つ
こ
と
に
な
る
〈
田
口
〉
の
記
憶
が
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
「
何
か
」
を
類
推
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
だ
が
、
〈
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
〉
と
い
う
モ
チ
ー
フ
や
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
論
に
顕
れ
た
多
喜
二
の
女
性
観
、「
防
雪
林
」（
生
前
未
発
表
、
二
八
年
四
月
二
十
六
日
ノ
ー
ト
稿
完
成
）
な
ど
の
作
品
か
ら
敷
衍
す
る
と
、
懐
妊
を
め
ぐ
る
相
手
と
の
関
係
性
の
変
化
、
女
性
の
貞
操
の
み
を
重
ん
じ
る
周
囲
の
無
理
解
な
ど
が
想
起
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
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い
部
屋
」
の
翻
訳
者
で
あ
っ
た
か
ら
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
（
14
）
、
多
喜
二
の
阿
部
宛
書
簡
に
は
、
小
樽
高
商
時
代
の
恩
師
で
あ
る
大
熊
信
行
か
ら
阿
部
の
話
題
を
度
々
耳
に
し
た
こ
と
や
、
小
樽
で
の
阿
部
の
講
演
を
聴
き
「
三
太
郎
の
日
記
あ
た
り
で
考
え
て
い
た
先
生
よ
り
は
何
ん
と
な
く
、
物
静
か
な
感
を
受
け
」
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
多
喜
二
が
阿
部
の
人
間
性
に
親
し
み
を
抱
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
阿
部
か
ら
の
返
信
の
有
無
は
不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
後
も
多
喜
二
が
「
三
太
郎
の
日
記
」
に
関
心
を
寄
せ
続
け
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。 
と
こ
ろ
で
、
多
喜
二
の
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
論
は
、
戯
曲Fr öken	Julie
（
15
）
の
ヒ
ロ
イ
ン
で
あ
る
令
嬢
〈
ユ
リ
イ
〉
が
「
如
何
に
し
て
ジ
ャ
ン
に
身
を
ま
か
せ
、
如
何
に
し
て
死
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
」
と
い
う
問
題
提
起
か
ら
始
ま
る
。
多
喜
二
の
言
葉
を
借
り
る
と
、
こ
の
作
品
は
「
結
婚
＝
女
を
し
て
男
の
奴
隷
と
す
る
」
と
い
う
極
端
な
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
教
育
を
受
け
た
「
近
代
に
於
て
発
見
さ
れ
た
新
ら
し
い
型
」
の
人
間
で
あ
る
〈
ユ
リ
イ
〉
が
、
性
欲
と
い
う
「
自
然
」
を
抑
圧
し
た
結
果
、
仲
夏
祭
の
晩
に
下
男
の
〈
ジ
ャ
ン
〉
と
一
夜
限
り
の
関
係
を
結
び
、
翌
朝
に
は
死
を
選
ぶ
と
い
う
一
幕
物
の
戯
曲
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
発
表
当
時
か
ら
階
級
問
題
と
い
う
テ
ー
マ
の
下
に
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
多
喜
二
は
、「
階
級
破
壊
の
詩
で
は
な
い
」
と
断
言
し
、
下
層
階
級
の
男
性
が
令
嬢
を
性
で
「
征
服
」
し
た
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
行
為
で
階
級
は
破
壊
さ
れ
得
な
い
、
階
級
を
甘
く
見
る
べ
き
で
は
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
。 
多
喜
二
に
よ
る
と
、
〈
ジ
ャ
ン
〉
と
〈
ユ
リ
イ
〉
の
一
夜
だ
け
の
性
関
係
は
、
二
人
が
階
級
的
観
念
、
差
別
か
ら
離
れ
て
自
然
の
人
間
と
し
て
相
対
す
る
と
い
う
こ
と
を
促
し
、
こ
れ
ま
で
階
級
的
観
念
に
よ
っ
て
不
可
視
で
あ
っ
た
二
人
の
生
物
学
的
性
差
が
明
ら
か
と
な
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
教
育
の
結
果
「
半
女
性
」
と
し
て
成
人
し
た
は
ず
の
〈
ユ
リ
イ
〉
が
〈
ジ
ャ
ン
〉
に
愛
情
表
現
を
要
求
す
る
「
女
」
へ
と
変
化
す
る
。
さ
ら
に
最
後
の
〈
ユ
リ
イ
〉
の
自
殺
の
原
因
は
、
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
が
序
文
で
述
べ
て
い
る
「
ユ
リ
イ
は
貴
族
で
名
誉
を
重
ん
じ
て
い
る
か
ら
」
と
い
う
よ
り
も
、
自
身
を
「
女
」
に
変
化
さ
せ
た
当
事
者
で
あ
る
〈
ジ
ャ
ン
〉
か
ら
「
あ
な
た
よ
り
前
に
大
勢
の
女
が
し
た
と
同
じ
こ
と
を
し
た
ゞ
け
で
す
」
と
言
わ
れ
、「
女
」
で
あ
る
こ
と
を
忌
避
し
て
き
た
自
分
が
、
今
や
完
全
に
「
女
」
へ
と
「
堕
ち
」
て
し
ま
っ
た
と
い
う
絶
望
に
陥
っ
た
こ
と
に
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
結
論
部
分
で
は
、「
貞
操
上
の
責
任
分
担
」
に
は
男
女
差
が
あ
り
、
女
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性
に
は
懐
妊
と
い
う
責
任
が
不
可
避
で
あ
る
こ
と
、
階
級
の
差
異
を
別
と
し
て
、
女
性
に
と
っ
て
、「
性
」
と
は
身
体
の
上
で
も
貞
操
観
念
的
に
も
重
大
な
意
味
を
持
つ
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
生
物
学
的
な
性
差
や
性
欲
は
自
然
に
付
与
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
「
婦
人
問
題
提
出
者
」
の
「
致
命
的
フ
ェ
ー
タ
ル
な
傷
」
は
「
生
理
学
的
に
正
し
い
こ
と
」
を
見
落
と
し
て
い
る
点
に
あ
る
と
語
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
関
係
性
の
持
続
に
繫
が
ら
な
い
性
体
験
は
、
女
性
に
と
っ
て
死
活
問
題
と
な
り
う
る
と
い
う
観
点
を
当
時
の
多
喜
二
が
持
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
、
多
喜
二
が
提
出
し
た
以
上
の
よ
う
な
視
点
は
、「
同
志
田
口
の
感
傷
」
に
お
け
る
〈
姉
〉
の
恋
愛
と
死
の
意
味
を
解
く
一
つ
の
鍵
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。 
〈
田
口
〉
の
回
想
に
よ
る
と
、「
鱗
の
つ
い
た
か
す
り
の
刺
子
」
を
着
て
「
鞋
」
を
履
い
た
〈
姉
〉
は
、
〈
田
口
〉
に
は
「
男
」
の
よ
う
に
見
え
」
て
い
て
も
、「
市
」
の
男
性
に
は
魅
力
的
に
映
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
〈
田
口
〉
は
、
男
性
の
視
線
を
避
け
る
よ
う
に
終
始
俯
く
〈
姉
〉
を
見
て
「
変
な
気
持
」
を
お
ぼ
え
る
。
こ
の
日
、〈
田
口
〉
は
一
人
の
女
性
と
し
て
の
〈
姉
〉
を
見
出
し
、〈
姉
〉
自
身
も
ま
た
自
身
の
性
を
意
識
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。 
な
お
、
〈
姉
〉
は
、
既
に
階
級
移
行
に
伴
う
苦
痛
の
中
に
あ
り
、
特
に
学
友
の
視
線
を
恐
れ
て
い
る
。
階
級
移
行
の
代
償
と
し
て
の
日
曜
の
鰊
労
働
現
場
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
階
級
が
他
者
の
視
線
に
よ
り
浮
き
彫
り
に
さ
れ
る
ト
ポ
ス
で
あ
り
、
少
女
に
は
特
に
苛
酷
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
し
て
重
要
な
の
は
、
そ
れ
ま
で
苦
難
に
耐
え
て
き
た
〈
姉
〉
が
、
〈
地
主
の
息
子
〉
と
の
恋
愛
の
結
果
、
自
害
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
ッ
ト
は
、
彼
女
の
尊
厳
が
突
き
崩
さ
れ
、
心
を
毀
す
ほ
ど
の
「
何
か
」
が
起
き
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。「
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
の
唄
」
と
、
一
人
の
女
性
と
し
て
〈
姉
〉
を
異
化
す
る
視
点
を
持
つ
こ
と
に
な
る
〈
田
口
〉
の
記
憶
が
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
「
何
か
」
を
類
推
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
だ
が
、
〈
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
〉
と
い
う
モ
チ
ー
フ
や
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
論
に
顕
れ
た
多
喜
二
の
女
性
観
、「
防
雪
林
」（
生
前
未
発
表
、
二
八
年
四
月
二
十
六
日
ノ
ー
ト
稿
完
成
）
な
ど
の
作
品
か
ら
敷
衍
す
る
と
、
懐
妊
を
め
ぐ
る
相
手
と
の
関
係
性
の
変
化
、
女
性
の
貞
操
の
み
を
重
ん
じ
る
周
囲
の
無
理
解
な
ど
が
想
起
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
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一
方
、
〈
田
口
〉
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
で
あ
る
に
も
か
わ
ら
ず
、
階
級
問
題
と
〈
姉
〉
の
自
害
を
結
び
付
け
る
ど
こ
ろ
か
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
一
切
語
ら
な
い
。
〈
姉
〉
を
想
う
が
ゆ
え
に
語
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
も
い
え
よ
う
。
だ
が
、
語
り
手
で
あ
る
〈
私
〉
が
、
彼
の
〈
姉
〉
の
死
の
因
果
関
係
を
そ
れ
と
な
く
示
し
、
彼
の
回
想
の
前
後
を
「
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
の
唄
」
で
彩
り
、
彼
の
「
感
傷
」
と
し
て
語
り
直
す
の
で
あ
る
。 
枠
物
語
の
語
り
手
に
こ
の
よ
う
な
役
割
を
課
す
手
法
は
、
多
喜
二
が
ほ
ぼ
同
時
期
に
執
筆
し
た
「
救
援
ニ
ュ
ー
ス
№
１
８
附
録
」（
『
戦
旗
』
一
九
三
〇
年
二
月
）
に
お
け
る
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
や
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
い
っ
た
政
治
的
な
言
葉
の
裏
に
潜
む
声
な
き
声
―
空
白
に
傷
つ
け
ら
れ
た
少
女
の
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
を
第
三
者
が
拾
い
上
げ
る
と
い
う
構
図
を
髣
髴
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。
雄
弁
で
力
強
い
言
葉
を
武
器
に
突
き
進
む
共
産
主
義
運
動
の
表
層
下
に
は
、
表
現
す
べ
き
言
葉
を
持
て
な
い
ま
に
社
会
の
底
辺
で
傷
つ
き
彷
徨
う
人
び
と
の
ド
ラ
マ
が
あ
り
、
そ
れ
は
容
易
に
言
語
化
で
き
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
し
か
し
、
そ
の
声
に
命
を
吹
き
込
む
役
割
を
担
う
運
動
の
あ
り
方
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
16
）
。 
ま
た
、
多
喜
二
は
、
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
自
身
も
下
層
階
級
の
出
身
で
あ
り
、
根
本
に
お
い
て
「
女
中
の
子
」
で
あ
り
な
が
ら
、「
そ
の
教
養
か
ら
、
そ
の
境
遇
か
ら
、
そ
の
周
囲
か
ら
当
然
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク
」
で
あ
り
、
そ
の
「
相
反
し
た
二
つ
の
争
闘
」
が
、
ユ
リ
イ
嬢
一
篇
の
中
に
「
懺
悔
さ
れ
て
い
る
」
と
語
る
。
な
お
、
こ
れ
は
二
年
後
の
二
六
年
九
月
二
十
一
日
の
彼
の
日
記
の
次
の
よ
う
な
文
言
と
繫
が
る
も
の
で
あ
る
。 
 俺
が
赤
貧
洗
う
、
と
云
っ
て
も
ま
だ
る
ッ
こ
い
生
活
を
し
て
き
な
が
ら
も
、（
親
類
の
お
蔭
で
）
高
商
を
出
た
。
そ
の
イ
ン
テ
ル
ゲ
ン
チ
ュ
ア
ー
ら
し
さ
が
、
当
然
与
え
る
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク
な
気
持
が
、
そ
の
「
赤
貧
」
と
い
う
俺
と
ご
っ
ち
ゃ
に
住
む
よ
う
に
な
っ
た
。
俺
の
あ
ら
ゆ
る
事
件
に
打
ち
当
た
っ
て
の
、
矛
盾
、
不
徹
底
は
こ
の
「
ご
っ
ち
ゃ
」
か
ら
く
る
よ
う
だ
―
丁
度
、
あ
の
二
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重
国
籍
者
の
よ
う
な
！！ 
 
「
不
徹
底
」
「
あ
の
二
重
国
籍
者
」
と
い
う
表
現
か
ら
、
多
喜
二
が
野
口
米
次
郎
『
二
重
国
籍
者
の
詩
』（
玄
文
社 
一
九
二
一
）
の
自
序
「
実
際
を
い
ふ
と
、
／
僕
は
日
本
語
に
も
英
語
に
も
自
信
が
無
い
。
／
云
は
ば
僕
は
二
重
国
籍
者
だ
…
／
日
本
人
に
も
西
洋
人
に
も
な
り
き
れ
な
い
悲
み
…
／
不
徹
底
の
悲
劇
…
」
を
意
識
し
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
（
17
）
。
堀
ま
ど
か
に
よ
る
と
「
大
正
期
の
人
々
の
認
識
す
る
「
二
重
国
籍
」
性
と
は
、
あ
く
ま
で
も
東
西
の
二
重
性
で
あ
っ
た
」（
18
）
と
い
う
こ
と
だ
が
、
多
喜
二
が
、
階
級
を
跨
い
だ
自
身
に
対
し
「
二
重
国
籍
者
」
と
い
う
レ
ト
リ
ッ
ク
を
用
い
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。 
こ
で
、
多
喜
二
の
中
産
階
級
へ
の
移
行
が
、
秋
田
県
下
川
沿
村
か
ら
北
海
道
の
新
興
都
市
小
樽
へ
の
空
間
移
動
に
よ
り
齎
さ
れ
た
こ
と
を
押
さ
え
て
お
き
た
い
。
明
治
末
期
か
ら
昭
和
初
期
の
小
樽
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
航
路
に
開
か
れ
た
良
港
を
有
し
た
北
海
道
経
済
の
中
心
地
で
あ
り
、
石
造
建
築
の
銀
行
が
立
ち
並
ぶ
銀
行
街
は
「
北
の
ウ
ォ
ー
ル
街
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
同
時
に
経
済
格
差
が
可
視
化
さ
れ
た
近
代
的
な
ト
ポ
ス
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
秋
田
と
小
樽
の
間
に
横
た
わ
る
文
化
的
差
異
は
、
多
喜
二
が
十
九
歳
の
頃
に
執
筆
し
た
「
健
」（
『
新
興
文
学
』
二
三
年
一
月
）
だ
け
で
は
な
く
、「
転
形
期
の
人
々
」
（
『
ナ
ッ
プ
』
三
一
年
十
・
十
一
月
／
『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
』
三
二
年
一
月
～
四
月
）
に
も
描
か
れ
、
殊
に
、
主
人
公
の
少
年
が
小
樽
の
学
校
で
秋
田
方
言
を
執
拗
に
か
ら
か
わ
れ
、
陰
湿
な
い
じ
め
を
受
け
る
描
写
は
ど
ち
ら
に
も
顕
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
言
語
の
壁
と
い
う
問
題
も
含
め
、
東
西
を
跨
い
だ
「
二
重
国
籍
者
」
が
味
わ
う
苦
悩
と
、
前
近
代
的
な
ト
ポ
ス
か
ら
近
代
な
ト
ポ
ス
へ
の
空
間
移
動
と
階
級
移
行
の
代
償
に
よ
っ
て
齎
さ
れ
た
痛
み
と
は
、
多
喜
二
に
は
同
質
の
も
の
と
捉
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
多
喜
二
の
階
級
移
行
成
立
の
裏
に
は
、
兄
の
夭
折
と
弟
の
犠
牲
が
あ
っ
た
こ
と
を
彼
自
身
が
意
識
し
て
い
た
こ
と
は
、「
藪
入
」
（
『
新
興
文
学
』
二
三
年
七
月
）
か
ら
も
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。 
多
喜
二
の
こ
の
日
記
は
、
実
姉
を
モ
デ
ル
に
し
て
描
い
た
階
級
移
行
に
伴
う
苦
悩
と
い
う
モ
チ
ー
フ
が
、
自
身
の
軌
道
を
意
識
せ
ず
に
は
18 
143
(14)           「二重国籍者」と「世界意識」 
一
方
、
〈
田
口
〉
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
で
あ
る
に
も
か
わ
ら
ず
、
階
級
問
題
と
〈
姉
〉
の
自
害
を
結
び
付
け
る
ど
こ
ろ
か
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
一
切
語
ら
な
い
。
〈
姉
〉
を
想
う
が
ゆ
え
に
語
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
も
い
え
よ
う
。
だ
が
、
語
り
手
で
あ
る
〈
私
〉
が
、
彼
の
〈
姉
〉
の
死
の
因
果
関
係
を
そ
れ
と
な
く
示
し
、
彼
の
回
想
の
前
後
を
「
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
の
唄
」
で
彩
り
、
彼
の
「
感
傷
」
と
し
て
語
り
直
す
の
で
あ
る
。 
枠
物
語
の
語
り
手
に
こ
の
よ
う
な
役
割
を
課
す
手
法
は
、
多
喜
二
が
ほ
ぼ
同
時
期
に
執
筆
し
た
「
救
援
ニ
ュ
ー
ス
№
１
８
附
録
」（
『
戦
旗
』
一
九
三
〇
年
二
月
）
に
お
け
る
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
や
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
い
っ
た
政
治
的
な
言
葉
の
裏
に
潜
む
声
な
き
声
―
空
白
に
傷
つ
け
ら
れ
た
少
女
の
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
を
第
三
者
が
拾
い
上
げ
る
と
い
う
構
図
を
髣
髴
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。
雄
弁
で
力
強
い
言
葉
を
武
器
に
突
き
進
む
共
産
主
義
運
動
の
表
層
下
に
は
、
表
現
す
べ
き
言
葉
を
持
て
な
い
ま
に
社
会
の
底
辺
で
傷
つ
き
彷
徨
う
人
び
と
の
ド
ラ
マ
が
あ
り
、
そ
れ
は
容
易
に
言
語
化
で
き
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
し
か
し
、
そ
の
声
に
命
を
吹
き
込
む
役
割
を
担
う
運
動
の
あ
り
方
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
16
）
。 
ま
た
、
多
喜
二
は
、
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
自
身
も
下
層
階
級
の
出
身
で
あ
り
、
根
本
に
お
い
て
「
女
中
の
子
」
で
あ
り
な
が
ら
、「
そ
の
教
養
か
ら
、
そ
の
境
遇
か
ら
、
そ
の
周
囲
か
ら
当
然
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク
」
で
あ
り
、
そ
の
「
相
反
し
た
二
つ
の
争
闘
」
が
、
ユ
リ
イ
嬢
一
篇
の
中
に
「
懺
悔
さ
れ
て
い
る
」
と
語
る
。
な
お
、
こ
れ
は
二
年
後
の
二
六
年
九
月
二
十
一
日
の
彼
の
日
記
の
次
の
よ
う
な
文
言
と
繫
が
る
も
の
で
あ
る
。 
 俺
が
赤
貧
洗
う
、
と
云
っ
て
も
ま
だ
る
ッ
こ
い
生
活
を
し
て
き
な
が
ら
も
、（
親
類
の
お
蔭
で
）
高
商
を
出
た
。
そ
の
イ
ン
テ
ル
ゲ
ン
チ
ュ
ア
ー
ら
し
さ
が
、
当
然
与
え
る
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク
な
気
持
が
、
そ
の
「
赤
貧
」
と
い
う
俺
と
ご
っ
ち
ゃ
に
住
む
よ
う
に
な
っ
た
。
俺
の
あ
ら
ゆ
る
事
件
に
打
ち
当
た
っ
て
の
、
矛
盾
、
不
徹
底
は
こ
の
「
ご
っ
ち
ゃ
」
か
ら
く
る
よ
う
だ
―
丁
度
、
あ
の
二
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重
国
籍
者
の
よ
う
な
！！ 
 
「
不
徹
底
」
「
あ
の
二
重
国
籍
者
」
と
い
う
表
現
か
ら
、
多
喜
二
が
野
口
米
次
郎
『
二
重
国
籍
者
の
詩
』（
玄
文
社 
一
九
二
一
）
の
自
序
「
実
際
を
い
ふ
と
、
／
僕
は
日
本
語
に
も
英
語
に
も
自
信
が
無
い
。
／
云
は
ば
僕
は
二
重
国
籍
者
だ
…
／
日
本
人
に
も
西
洋
人
に
も
な
り
き
れ
な
い
悲
み
…
／
不
徹
底
の
悲
劇
…
」
を
意
識
し
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
（
17
）
。
堀
ま
ど
か
に
よ
る
と
「
大
正
期
の
人
々
の
認
識
す
る
「
二
重
国
籍
」
性
と
は
、
あ
く
ま
で
も
東
西
の
二
重
性
で
あ
っ
た
」（
18
）
と
い
う
こ
と
だ
が
、
多
喜
二
が
、
階
級
を
跨
い
だ
自
身
に
対
し
「
二
重
国
籍
者
」
と
い
う
レ
ト
リ
ッ
ク
を
用
い
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。 
こ
で
、
多
喜
二
の
中
産
階
級
へ
の
移
行
が
、
秋
田
県
下
川
沿
村
か
ら
北
海
道
の
新
興
都
市
小
樽
へ
の
空
間
移
動
に
よ
り
齎
さ
れ
た
こ
と
を
押
さ
え
て
お
き
た
い
。
明
治
末
期
か
ら
昭
和
初
期
の
小
樽
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
航
路
に
開
か
れ
た
良
港
を
有
し
た
北
海
道
経
済
の
中
心
地
で
あ
り
、
石
造
建
築
の
銀
行
が
立
ち
並
ぶ
銀
行
街
は
「
北
の
ウ
ォ
ー
ル
街
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
同
時
に
経
済
格
差
が
可
視
化
さ
れ
た
近
代
的
な
ト
ポ
ス
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
秋
田
と
小
樽
の
間
に
横
た
わ
る
文
化
的
差
異
は
、
多
喜
二
が
十
九
歳
の
頃
に
執
筆
し
た
「
健
」（
『
新
興
文
学
』
二
三
年
一
月
）
だ
け
で
は
な
く
、「
転
形
期
の
人
々
」
（
『
ナ
ッ
プ
』
三
一
年
十
・
十
一
月
／
『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
』
三
二
年
一
月
～
四
月
）
に
も
描
か
れ
、
殊
に
、
主
人
公
の
少
年
が
小
樽
の
学
校
で
秋
田
方
言
を
執
拗
に
か
ら
か
わ
れ
、
陰
湿
な
い
じ
め
を
受
け
る
描
写
は
ど
ち
ら
に
も
顕
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
言
語
の
壁
と
い
う
問
題
も
含
め
、
東
西
を
跨
い
だ
「
二
重
国
籍
者
」
が
味
わ
う
苦
悩
と
、
前
近
代
的
な
ト
ポ
ス
か
ら
近
代
な
ト
ポ
ス
へ
の
空
間
移
動
と
階
級
移
行
の
代
償
に
よ
っ
て
齎
さ
れ
た
痛
み
と
は
、
多
喜
二
に
は
同
質
の
も
の
と
捉
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
多
喜
二
の
階
級
移
行
成
立
の
裏
に
は
、
兄
の
夭
折
と
弟
の
犠
牲
が
あ
っ
た
こ
と
を
彼
自
身
が
意
識
し
て
い
た
こ
と
は
、「
藪
入
」
（
『
新
興
文
学
』
二
三
年
七
月
）
か
ら
も
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。 
多
喜
二
の
こ
の
日
記
は
、
実
姉
を
モ
デ
ル
に
し
て
描
い
た
階
級
移
行
に
伴
う
苦
悩
と
い
う
モ
チ
ー
フ
が
、
自
身
の
軌
道
を
意
識
せ
ず
に
は
142
(16)           「二重国籍者」と「世界意識」 
い
ら
れ
な
い
彼
自
身
の
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
多
喜
二
が
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
に
食
ら
い
つ
く
よ
う
に
読
み
続
け
た
理
由
の
一
つ
は
、
自
身
と
の
共
通
性
を
感
じ
た
こ
と
に
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
だ
が
こ
の
後
、
階
級
移
行
と
社
会
主
義
を
め
ぐ
る
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
の
考
え
に
多
喜
二
は
反
撥
を
お
ぼ
え
る
よ
う
に
な
る
。 
前
掲
の
阿
部
宛
の
論
稿
に
よ
る
と
、
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
は
階
級
を
「
上
登
し
得
る
能
力
が
あ
る
者
が
上
登
す
る
と
い
う
事
を
認
め
る
」
が
、
「
社
会
主
義
に
よ
る
上
登
」
は
「
教
養
の
な
い
民
衆
の
盲
動
に
よ
る
上
登
で
あ
る
点
に
於
て
」
認
め
な
い
、
と
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
多
喜
二
は
、
上
位
階
級
の
人
間
が
相
対
的
に
ど
れ
ほ
ど
優
れ
て
い
る
の
か
疑
問
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
有
し
た
か
ら
こ
そ
、
多
喜
二
は
「
姉
と
の
記
憶
」
に
お
い
て
、
個
人
的
に
階
級
を
「
上
登
」
し
得
る
能
力
と
機
会
を
持
ち
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
投
げ
う
っ
て
左
翼
運
動
に
身
を
投
じ
る
〈
田
口
〉
と
、
階
級
を
「
上
登
」
し
な
が
ら
も
不
幸
の
う
ち
に
生
涯
を
閉
じ
た
〈
姉
〉
を
描
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
〈
姉
〉
は
、
教
育
や
性
が
階
級
を
完
全
に
跳
び
越
え
る
た
め
の
手
段
と
は
な
り
え
な
い
こ
と
を
示
唆
す
る
存
在
な
の
で
あ
る
。 
多
喜
二
の
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
観
は
そ
の
後
も
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
は
な
く
、
余
市
の
女
学
校
で
「
ノ
ラ
と
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
に
就
い
て
」
と
い
う
題
目
で
講
演
を
し
た
翌
日
の
日
記
（
二
七
年
三
月
七
日
）
で
は
、
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
が
「
上
層
階
級
の
ひ
よ
わ
い
者
達
は
、
下
層
階
級
の
丈
夫
な
子
供
を
犠
牲
に
し
て
、
育
っ
て
行
く
」
と
い
う
こ
と
を
「
事
実
は
事
実
な
ん
だ
か
ら
」
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
書
き
表
し
て
い
る
と
し
、「
社
会
主
義
者
が
、
豈
は
か
ら
ん
や
、
そ
う
い
う
事
を
単
に
資
本
家
的
歴
史
的
事
実
で
し
か
な
い
と
見
て
、
そ
う
い
う
事
か
ら
解
放
さ
れ
る
た
め
に
働
い
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
い
の
で
あ
る
。
」
と
批
判
し
て
い
る
。
さ
ら
に
二
週
間
後
に
は
、「
現
代
の
こ
う
い
う
社
会
的
欠
陥
を
矯
正
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
一
人
で
は
駄
目
だ
、
皆
ん
な
が
力
を
合
せ
て
（
コ
ン
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
に
よ
り
）
す
る
よ
り
方
法
が
な
い
こ
と
だ
、
と
思
う
。
」（
三
月
二
十
日
）
と
記
し
て
お
り
、
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
へ
の
反
撥
と
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
へ
の
傾
倒
が
顕
著
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。 
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
的
な
リ
ア
リ
ズ
ム
で
は
、
相
対
的
な
下
層
階
級
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
で
再
生
産
さ
れ
続
け
る
階
級
の
シ
ス
テ
ム
を
覆
す
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こ
と
な
ど
到
底
で
き
な
い
と
考
え
た
多
喜
二
は
、
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
と
自
身
に
共
通
す
る
「
二
重
国
籍
者
」
た
る
個
の
不
安
と
矛
盾
の
素
地
と
な
っ
て
い
る
「
資
本
家
的
歴
史
的
事
実
」
と
結
び
つ
い
た
階
級
シ
ス
テ
ム
か
ら
解
放
さ
れ
る
に
は
、
ま
ず
個
々
の
連
帯
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
連
帯
を
実
現
さ
せ
る
芸
術
を
生
み
出
す
こ
と
こ
そ
自
身
の
使
命
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。 
  
Ⅴ
．「
世
界
意
識
」
と
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
受
容
の
軌
跡 
 
「
二
重
国
籍
者
」
と
い
う
自
己
規
定
を
日
記
に
吐
露
し
て
い
た
一
九
二
六
年
当
時
の
多
喜
二
の
も
う
一
つ
の
苦
悩
は
、
文
学
を
志
し
東
京
へ
の
強
い
憧
れ
を
抱
き
つ
も
、
北
海
道
小
樽
の
銀
行
員
と
し
て
単
調
な
生
活
を
続
け
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
へ
の
焦
燥
か
ら
く
る
「
人
生
観
の
暗
さ
」
で
あ
っ
た
。
彼
は
そ
の
焦
燥
を
「
循
環
小
数
」
に
喩
え
て
い
る
が
（
二
六
年
五
月
二
十
八
日
の
日
記
）
、
こ
の
イ
メ
ー
ジ
は
エ
ッ
セ
イ
「
下
女
」
と
「
循
環
小
数
」
（
『
新
樹
』
二
六
年
五
月
）
に
も
取
り
込
ま
れ
、「
循
環
小
数
」
の
よ
う
に
続
く
変
化
の
な
い
生
活
を
「
平
気
」
で
続
け
る
「
下
女
」
と
、「
い
つ
か
別
の
数
字
が
た
つ
こ
と
」
を
信
じ
四
を
三
で
割
り
続
け
る
「
社
会
改
造
家
」
の
対
比
と
が
ス
ケ
ッ
チ
風
に
描
か
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
で
着
目
し
た
い
の
は
、
冒
頭
の
「
世
界
意
識
」
と
い
う
神
聖
な
病
気
が
あ
る
。
」
と
い
う
一
文
で
あ
る
。「
世
界
意
識
」
を
持
つ
と
、「
飢
え
て
い
る
人
」「
笑
え
な
い
多
く
の
人
」「
日
の
光
を
一
日
も
見
ず
」
に
い
る
存
在
を
常
に
考
え
て
し
ま
い
、
美
食
を
諦
め
、
歪
ん
だ
顔
を
し
、
日
陰
を
歩
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
さ
ら
に
、
「
彼
」
は
自
ら
幸
福
に
背
を
向
け
る
自
身
の
あ
り
方
が
嘲
笑
さ
れ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
と
さ
れ
、「
人
が
幸
福
に
な
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
ゝ
ん
だ
ろ
う
、
こ
の
事
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
だ
け
が
！
」
と
い
う
文
章
で
閉
じ
ら
れ
て
い
る
。 
「
世
界
意
識
」
と
い
う
術
語
は
、
一
九
二
〇
年
前
後
か
ら
二
八
年
頃
に
か
け
て
出
版
さ
れ
た
書
籍
に
お
い
て
散
見
で
き
、
概
ね
国
家
意
識
141
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い
ら
れ
な
い
彼
自
身
の
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
多
喜
二
が
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
に
食
ら
い
つ
く
よ
う
に
読
み
続
け
た
理
由
の
一
つ
は
、
自
身
と
の
共
通
性
を
感
じ
た
こ
と
に
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
だ
が
こ
の
後
、
階
級
移
行
と
社
会
主
義
を
め
ぐ
る
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
の
考
え
に
多
喜
二
は
反
撥
を
お
ぼ
え
る
よ
う
に
な
る
。 
前
掲
の
阿
部
宛
の
論
稿
に
よ
る
と
、
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
は
階
級
を
「
上
登
し
得
る
能
力
が
あ
る
者
が
上
登
す
る
と
い
う
事
を
認
め
る
」
が
、
「
社
会
主
義
に
よ
る
上
登
」
は
「
教
養
の
な
い
民
衆
の
盲
動
に
よ
る
上
登
で
あ
る
点
に
於
て
」
認
め
な
い
、
と
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
多
喜
二
は
、
上
位
階
級
の
人
間
が
相
対
的
に
ど
れ
ほ
ど
優
れ
て
い
る
の
か
疑
問
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
有
し
た
か
ら
こ
そ
、
多
喜
二
は
「
姉
と
の
記
憶
」
に
お
い
て
、
個
人
的
に
階
級
を
「
上
登
」
し
得
る
能
力
と
機
会
を
持
ち
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
投
げ
う
っ
て
左
翼
運
動
に
身
を
投
じ
る
〈
田
口
〉
と
、
階
級
を
「
上
登
」
し
な
が
ら
も
不
幸
の
う
ち
に
生
涯
を
閉
じ
た
〈
姉
〉
を
描
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
〈
姉
〉
は
、
教
育
や
性
が
階
級
を
完
全
に
跳
び
越
え
る
た
め
の
手
段
と
は
な
り
え
な
い
こ
と
を
示
唆
す
る
存
在
な
の
で
あ
る
。 
多
喜
二
の
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
観
は
そ
の
後
も
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
は
な
く
、
余
市
の
女
学
校
で
「
ノ
ラ
と
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
に
就
い
て
」
と
い
う
題
目
で
講
演
を
し
た
翌
日
の
日
記
（
二
七
年
三
月
七
日
）
で
は
、
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
が
「
上
層
階
級
の
ひ
よ
わ
い
者
達
は
、
下
層
階
級
の
丈
夫
な
子
供
を
犠
牲
に
し
て
、
育
っ
て
行
く
」
と
い
う
こ
と
を
「
事
実
は
事
実
な
ん
だ
か
ら
」
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
書
き
表
し
て
い
る
と
し
、「
社
会
主
義
者
が
、
豈
は
か
ら
ん
や
、
そ
う
い
う
事
を
単
に
資
本
家
的
歴
史
的
事
実
で
し
か
な
い
と
見
て
、
そ
う
い
う
事
か
ら
解
放
さ
れ
る
た
め
に
働
い
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
い
の
で
あ
る
。
」
と
批
判
し
て
い
る
。
さ
ら
に
二
週
間
後
に
は
、「
現
代
の
こ
う
い
う
社
会
的
欠
陥
を
矯
正
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
一
人
で
は
駄
目
だ
、
皆
ん
な
が
力
を
合
せ
て
（
コ
ン
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
に
よ
り
）
す
る
よ
り
方
法
が
な
い
こ
と
だ
、
と
思
う
。
」（
三
月
二
十
日
）
と
記
し
て
お
り
、
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
へ
の
反
撥
と
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
へ
の
傾
倒
が
顕
著
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。 
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
的
な
リ
ア
リ
ズ
ム
で
は
、
相
対
的
な
下
層
階
級
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
で
再
生
産
さ
れ
続
け
る
階
級
の
シ
ス
テ
ム
を
覆
す
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こ
と
な
ど
到
底
で
き
な
い
と
考
え
た
多
喜
二
は
、
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
と
自
身
に
共
通
す
る
「
二
重
国
籍
者
」
た
る
個
の
不
安
と
矛
盾
の
素
地
と
な
っ
て
い
る
「
資
本
家
的
歴
史
的
事
実
」
と
結
び
つ
い
た
階
級
シ
ス
テ
ム
か
ら
解
放
さ
れ
る
に
は
、
ま
ず
個
々
の
連
帯
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
連
帯
を
実
現
さ
せ
る
芸
術
を
生
み
出
す
こ
と
こ
そ
自
身
の
使
命
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。 
  
Ⅴ
．「
世
界
意
識
」
と
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
受
容
の
軌
跡 
 
「
二
重
国
籍
者
」
と
い
う
自
己
規
定
を
日
記
に
吐
露
し
て
い
た
一
九
二
六
年
当
時
の
多
喜
二
の
も
う
一
つ
の
苦
悩
は
、
文
学
を
志
し
東
京
へ
の
強
い
憧
れ
を
抱
き
つ
も
、
北
海
道
小
樽
の
銀
行
員
と
し
て
単
調
な
生
活
を
続
け
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
へ
の
焦
燥
か
ら
く
る
「
人
生
観
の
暗
さ
」
で
あ
っ
た
。
彼
は
そ
の
焦
燥
を
「
循
環
小
数
」
に
喩
え
て
い
る
が
（
二
六
年
五
月
二
十
八
日
の
日
記
）
、
こ
の
イ
メ
ー
ジ
は
エ
ッ
セ
イ
「
下
女
」
と
「
循
環
小
数
」
（
『
新
樹
』
二
六
年
五
月
）
に
も
取
り
込
ま
れ
、「
循
環
小
数
」
の
よ
う
に
続
く
変
化
の
な
い
生
活
を
「
平
気
」
で
続
け
る
「
下
女
」
と
、「
い
つ
か
別
の
数
字
が
た
つ
こ
と
」
を
信
じ
四
を
三
で
割
り
続
け
る
「
社
会
改
造
家
」
の
対
比
と
が
ス
ケ
ッ
チ
風
に
描
か
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
で
着
目
し
た
い
の
は
、
冒
頭
の
「
世
界
意
識
」
と
い
う
神
聖
な
病
気
が
あ
る
。
」
と
い
う
一
文
で
あ
る
。「
世
界
意
識
」
を
持
つ
と
、「
飢
え
て
い
る
人
」「
笑
え
な
い
多
く
の
人
」「
日
の
光
を
一
日
も
見
ず
」
に
い
る
存
在
を
常
に
考
え
て
し
ま
い
、
美
食
を
諦
め
、
歪
ん
だ
顔
を
し
、
日
陰
を
歩
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
さ
ら
に
、
「
彼
」
は
自
ら
幸
福
に
背
を
向
け
る
自
身
の
あ
り
方
が
嘲
笑
さ
れ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
と
さ
れ
、「
人
が
幸
福
に
な
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
ゝ
ん
だ
ろ
う
、
こ
の
事
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
だ
け
が
！
」
と
い
う
文
章
で
閉
じ
ら
れ
て
い
る
。 
「
世
界
意
識
」
と
い
う
術
語
は
、
一
九
二
〇
年
前
後
か
ら
二
八
年
頃
に
か
け
て
出
版
さ
れ
た
書
籍
に
お
い
て
散
見
で
き
、
概
ね
国
家
意
識
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(18)           「二重国籍者」と「世界意識」 
や
民
族
意
識
の
対
と
な
る
概
念
、
も
し
く
は
新
時
代
に
必
要
と
さ
れ
る
精
神
の
象
徴
と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
（
19
）
。
た
だ
し
、
「
下
女
」
と
「
循
環
小
数
」
か
ら
窺
え
る
多
喜
二
の
「
世
界
意
識
」
と
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
作
家
で
あ
る
ヨ
ハ
ン
・
ボ
ー
ヤ
ー
（Johan Bojer
）
の
著
作
「
現
代
人
の
悩
み
」
（
原
題
「
世
界
の
顔
」Verdens Ansikt 
／
加
藤
直
士
訳 
泰
西
最
新
文
芸
叢
書
３ 
新
潮
社
出
版 
一
九
二
）
に
描
か
れ
た
「
世
界
意
識
」
に
負
う
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
多
喜
二
は
、
二
五
年
暮
れ
か
ら
二
六
年
五
月
の
間
に
多
く
の
西
欧
文
学
に
触
れ
て
い
る
が
、
特
に
「
現
代
人
の
悩
み
」
は
三
度
も
読
み
返
し
た
と
さ
れ
、「
芸
術
を
離
れ
て
、
一
番
胸
に
こ
た
え
た
作
、
思
想
的
に
自
分
を
響
か
せ
た
作
。
」
（
二
六
年
五
月
二
十
六
日
）
と
日
記
に
記
し
て
い
る
。 
「
現
代
人
の
悩
み
」
に
お
い
て
、
「
世
界
意
識
」
は
、
主
人
公
〈
ハ
ロ
ル
ド
・
マ
ル
ク
〉
を
捉
え
て
離
さ
な
い
も
の
と
し
て
描
か
れ
る
。
医
師
で
あ
る
〈
ハ
ロ
ル
ド
〉
は
、
パ
リ
に
留
学
中
の
時
分
か
ら
新
聞
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
報
じ
ら
れ
る
弱
者
や
他
民
族
へ
の
差
別
や
暴
力
と
い
っ
た
「
世
界
の
未
解
決
の
問
題
」
が
頭
か
ら
離
れ
ず
、
享
楽
と
は
程
遠
い
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
華
や
か
な
パ
リ
の
生
活
を
楽
し
も
う
と
し
て
い
た
妻
に
も
去
ら
れ
て
し
ま
う
。
さ
ら
に
「
賢
い
連
中
」
に
「
大
理
想
家
」「
夢
想
者
」
と
冷
笑
さ
れ
つ
も
、「
人
類
に
対
す
る
信
仰
」
を
捨
て
ず
、
故
郷
に
帰
っ
た
後
は
前
科
者
の
〈
ホ
ル
ツ
〉
を
救
済
す
る
が
、
結
局
彼
の
理
想
は
破
れ
る
。
「
傷
い
て
出
血
し
て
ゐ
る
世
界
意
識
を
有
つ
て
自
分
で
自
分
を
苦
め
て
ゐ
る
」
「
自
分
を
十
字
架
に
か
け
て
馬
鹿
の
や
う
に
無
益
の
血
を
流
し
て
ゐ
る
」
と
自
身
を
客
観
視
す
る
〈
ハ
ロ
ル
ド
〉
で
あ
る
が
、
「
夢
想
家
」
が
い
る
か
ら
こ
そ
「
地
上
に
常
闇
が
な
い
」
の
だ
と
い
う
考
え
に
至
る
。
多
喜
二
の
「
世
界
意
識
」
と
、「
現
代
人
の
悩
み
」
に
お
け
る
「
世
界
意
識
」
と
の
共
通
性
は
一
目
瞭
然
で
あ
ろ
う
。 
ま
た
、
多
喜
二
の
「
世
界
意
識
」
は
、
こ
の
時
期
に
多
喜
二
が
接
近
を
試
み
た
阿
部
次
郎
の
『
人
格
主
義
』（
20
）
に
お
け
る
、「
社
会
一
般
の
幸
福
を
念
頭
に
置
き
、
他
者
の
人
格
を
尊
重
す
る
こ
と
を
義
務
と
感
ず
る
な
ら
ば
、（
中
略
）
わ
れ
〳
〵
の
美
衣
食
欲
は
自
ら
制
限
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
浄
化
す
る
方
針
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
文
言
や
、
他
者
を
自
身
の
一
部
と
し
て
敬
重
す
る
「
感
情
移
入
」
と
い
う
概
念
に
も
通
ず
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
「
世
界
意
識
」
ゆ
え
に
「
ビ
フ
テ
キ
ー
」
が
食
べ
ら
れ
な
く
な
る
と
い
う
く
だ
り
は
無
論
の
こ
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と
、
同
書
に
お
け
る
「
芸
術
的
の
態
度
」
に
こ
そ
「
感
情
移
入
の
最
も
純
粋
な
場
合
を
認
め
る
」
と
い
う
阿
部
の
主
張
が
、
他
者
へ
の
「
感
情
移
入
」
の
極
端
な
例
と
し
て
の
「
世
界
意
識
」
の
存
在
を
エ
ッ
セ
イ
で
取
り
上
げ
、
私
生
活
と
芸
術
的
態
度
を
内
省
し
つ
進
む
べ
き
途
を
模
索
し
て
い
た
多
喜
二
の
姿
と
重
な
る
か
ら
で
あ
る
。 
と
こ
ろ
で
、
大
和
田
茂
は
、
多
喜
二
に
は
「
他
者
の
不
幸
を
自
分
の
不
幸
と
し
て
座
視
で
き
な
い
〈
世
界
意
識
〉
が
誰
よ
り
も
強
く
横
溢
し
て
い
た
」
が
、
「
社
会
主
義
へ
の
確
信
化
の
と
き
」
で
あ
っ
た
「
女
囚
徒
」
（
二
七
年
三
月
八
日
脱
稿
、
『
文
芸
戦
線
』
同
年
一
〇
月
）
完
成
の
段
階
で
は
、「
〈
世
界
意
識
〉
に
発
す
る
自
己
犠
牲
問
題
を
ク
リ
ア
し
」
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
（
21
）
。
大
和
田
が
述
べ
る
と
こ
ろ
の
〈
世
界
意
識
〉
が
、「
下
女
」
と
「
循
環
小
数
」
冒
頭
の
、「
現
代
人
の
悩
み
」
に
負
う
「
世
界
意
識
」
を
指
す
な
ら
ば
、
確
か
に
、
多
喜
二
は
半
年
後
の
二
六
年
一
月
二
十
七
日
の
日
記
で
、「
個
」
の
「
無
力
」
を
知
ら
な
い
と
し
て
「
現
代
人
の
悩
み
」
を
批
判
し
て
お
り
、「
一
週
間
」（
ユ
リ
イ
・
リ
ベ
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
の
小
説
）
に
よ
り
こ
の
よ
う
な
見
地
に
導
か
れ
た
と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
多
喜
二
は
、「
資
本
論
」
を
読
み
出
し
た
こ
と
を
記
し
た
二
七
年
三
月
二
日
の
日
記
に
お
い
て
、
そ
の
頃
書
き
始
め
た
長
編
に
関
し
「
ボ
ー
ヤ
ー
の
「
現
代
人
の
悩
み
」
や
マ
ル
ク
ス
の
「
資
本
論
」
の
意
味
も
含
め
、
バ
ル
ビ
ュ
ッ
ス
の
「
地
獄
」
の
よ
う
な
味
も
出
し
た
い
。
」
と
記
し
て
お
り
、
こ
の
後
詳
し
く
述
べ
る
が
、「
女
囚
徒
」
脱
稿
か
ら
八
箇
月
後
（
二
七
年
一
月
）
の
「
そ
の
出
発
を
出
発
し
た
女
」
に
お
い
て
、〈
世
界
意
識
〉
の
「
自
己
犠
牲
問
題
」
に
触
れ
つ
、
そ
れ
を
さ
ら
に
独
自
の
も
の
へ
と
押
し
上
げ
て
い
る
。 
ま
た
、
時
は
遡
る
が
、
二
七
年
二
月
七
日
の
彼
の
日
記
に
は
、
映
画
「
ア
イ
ア
ン
ホ
ー
ス
」
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
大
陸
へ
の
入
植
者
の
姿
に
、
社
会
主
義
者
の
自
己
犠
牲
を
重
ね
合
わ
せ
、
感
慨
を
お
ぼ
え
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
自
己
犠
牲
に
よ
っ
て
「
本
当
に
新
ら
し
い
世
界
」
が
到
来
す
る
と
い
う
考
え
を
「
信
仰
」
で
き
な
い
も
の
に
と
っ
て
は
、
自
己
犠
牲
と
い
う
観
念
は
「
怖
ろ
し
い
」
も
の
で
あ
り
、「
自
分
の
悩
み
が
こ
ゝ
に
あ
る
。
然
し
、
ど
う
い
う
形
か
で
、
い
ず
れ
こ
ゝ
か
ら
抜
き
出
ら
れ
る
日
が
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
」
と
い
う
言
葉
で
結
ば
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
時
点
で
の
多
喜
二
は
、
社
会
主
義
運
動
の
未
来
の
確
信
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
自
分
の
139
(18)           「二重国籍者」と「世界意識」 
や
民
族
意
識
の
対
と
な
る
概
念
、
も
し
く
は
新
時
代
に
必
要
と
さ
れ
る
精
神
の
象
徴
と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
（
19
）
。
た
だ
し
、
「
下
女
」
と
「
循
環
小
数
」
か
ら
窺
え
る
多
喜
二
の
「
世
界
意
識
」
と
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
作
家
で
あ
る
ヨ
ハ
ン
・
ボ
ー
ヤ
ー
（Johan Bojer
）
の
著
作
「
現
代
人
の
悩
み
」
（
原
題
「
世
界
の
顔
」Verdens Ansikt 
／
加
藤
直
士
訳 
泰
西
最
新
文
芸
叢
書
３ 
新
潮
社
出
版 
一
九
二
）
に
描
か
れ
た
「
世
界
意
識
」
に
負
う
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
多
喜
二
は
、
二
五
年
暮
れ
か
ら
二
六
年
五
月
の
間
に
多
く
の
西
欧
文
学
に
触
れ
て
い
る
が
、
特
に
「
現
代
人
の
悩
み
」
は
三
度
も
読
み
返
し
た
と
さ
れ
、「
芸
術
を
離
れ
て
、
一
番
胸
に
こ
た
え
た
作
、
思
想
的
に
自
分
を
響
か
せ
た
作
。
」
（
二
六
年
五
月
二
十
六
日
）
と
日
記
に
記
し
て
い
る
。 
「
現
代
人
の
悩
み
」
に
お
い
て
、
「
世
界
意
識
」
は
、
主
人
公
〈
ハ
ロ
ル
ド
・
マ
ル
ク
〉
を
捉
え
て
離
さ
な
い
も
の
と
し
て
描
か
れ
る
。
医
師
で
あ
る
〈
ハ
ロ
ル
ド
〉
は
、
パ
リ
に
留
学
中
の
時
分
か
ら
新
聞
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
報
じ
ら
れ
る
弱
者
や
他
民
族
へ
の
差
別
や
暴
力
と
い
っ
た
「
世
界
の
未
解
決
の
問
題
」
が
頭
か
ら
離
れ
ず
、
享
楽
と
は
程
遠
い
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
華
や
か
な
パ
リ
の
生
活
を
楽
し
も
う
と
し
て
い
た
妻
に
も
去
ら
れ
て
し
ま
う
。
さ
ら
に
「
賢
い
連
中
」
に
「
大
理
想
家
」「
夢
想
者
」
と
冷
笑
さ
れ
つ
も
、「
人
類
に
対
す
る
信
仰
」
を
捨
て
ず
、
故
郷
に
帰
っ
た
後
は
前
科
者
の
〈
ホ
ル
ツ
〉
を
救
済
す
る
が
、
結
局
彼
の
理
想
は
破
れ
る
。
「
傷
い
て
出
血
し
て
ゐ
る
世
界
意
識
を
有
つ
て
自
分
で
自
分
を
苦
め
て
ゐ
る
」
「
自
分
を
十
字
架
に
か
け
て
馬
鹿
の
や
う
に
無
益
の
血
を
流
し
て
ゐ
る
」
と
自
身
を
客
観
視
す
る
〈
ハ
ロ
ル
ド
〉
で
あ
る
が
、
「
夢
想
家
」
が
い
る
か
ら
こ
そ
「
地
上
に
常
闇
が
な
い
」
の
だ
と
い
う
考
え
に
至
る
。
多
喜
二
の
「
世
界
意
識
」
と
、「
現
代
人
の
悩
み
」
に
お
け
る
「
世
界
意
識
」
と
の
共
通
性
は
一
目
瞭
然
で
あ
ろ
う
。 
ま
た
、
多
喜
二
の
「
世
界
意
識
」
は
、
こ
の
時
期
に
多
喜
二
が
接
近
を
試
み
た
阿
部
次
郎
の
『
人
格
主
義
』（
20
）
に
お
け
る
、「
社
会
一
般
の
幸
福
を
念
頭
に
置
き
、
他
者
の
人
格
を
尊
重
す
る
こ
と
を
義
務
と
感
ず
る
な
ら
ば
、（
中
略
）
わ
れ
〳
〵
の
美
衣
食
欲
は
自
ら
制
限
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
浄
化
す
る
方
針
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
文
言
や
、
他
者
を
自
身
の
一
部
と
し
て
敬
重
す
る
「
感
情
移
入
」
と
い
う
概
念
に
も
通
ず
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
「
世
界
意
識
」
ゆ
え
に
「
ビ
フ
テ
キ
ー
」
が
食
べ
ら
れ
な
く
な
る
と
い
う
く
だ
り
は
無
論
の
こ
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と
、
同
書
に
お
け
る
「
芸
術
的
の
態
度
」
に
こ
そ
「
感
情
移
入
の
最
も
純
粋
な
場
合
を
認
め
る
」
と
い
う
阿
部
の
主
張
が
、
他
者
へ
の
「
感
情
移
入
」
の
極
端
な
例
と
し
て
の
「
世
界
意
識
」
の
存
在
を
エ
ッ
セ
イ
で
取
り
上
げ
、
私
生
活
と
芸
術
的
態
度
を
内
省
し
つ
進
む
べ
き
途
を
模
索
し
て
い
た
多
喜
二
の
姿
と
重
な
る
か
ら
で
あ
る
。 
と
こ
ろ
で
、
大
和
田
茂
は
、
多
喜
二
に
は
「
他
者
の
不
幸
を
自
分
の
不
幸
と
し
て
座
視
で
き
な
い
〈
世
界
意
識
〉
が
誰
よ
り
も
強
く
横
溢
し
て
い
た
」
が
、
「
社
会
主
義
へ
の
確
信
化
の
と
き
」
で
あ
っ
た
「
女
囚
徒
」
（
二
七
年
三
月
八
日
脱
稿
、
『
文
芸
戦
線
』
同
年
一
〇
月
）
完
成
の
段
階
で
は
、「
〈
世
界
意
識
〉
に
発
す
る
自
己
犠
牲
問
題
を
ク
リ
ア
し
」
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
（
21
）
。
大
和
田
が
述
べ
る
と
こ
ろ
の
〈
世
界
意
識
〉
が
、「
下
女
」
と
「
循
環
小
数
」
冒
頭
の
、「
現
代
人
の
悩
み
」
に
負
う
「
世
界
意
識
」
を
指
す
な
ら
ば
、
確
か
に
、
多
喜
二
は
半
年
後
の
二
六
年
一
月
二
十
七
日
の
日
記
で
、「
個
」
の
「
無
力
」
を
知
ら
な
い
と
し
て
「
現
代
人
の
悩
み
」
を
批
判
し
て
お
り
、「
一
週
間
」（
ユ
リ
イ
・
リ
ベ
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
の
小
説
）
に
よ
り
こ
の
よ
う
な
見
地
に
導
か
れ
た
と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
多
喜
二
は
、「
資
本
論
」
を
読
み
出
し
た
こ
と
を
記
し
た
二
七
年
三
月
二
日
の
日
記
に
お
い
て
、
そ
の
頃
書
き
始
め
た
長
編
に
関
し
「
ボ
ー
ヤ
ー
の
「
現
代
人
の
悩
み
」
や
マ
ル
ク
ス
の
「
資
本
論
」
の
意
味
も
含
め
、
バ
ル
ビ
ュ
ッ
ス
の
「
地
獄
」
の
よ
う
な
味
も
出
し
た
い
。
」
と
記
し
て
お
り
、
こ
の
後
詳
し
く
述
べ
る
が
、「
女
囚
徒
」
脱
稿
か
ら
八
箇
月
後
（
二
七
年
一
月
）
の
「
そ
の
出
発
を
出
発
し
た
女
」
に
お
い
て
、〈
世
界
意
識
〉
の
「
自
己
犠
牲
問
題
」
に
触
れ
つ
、
そ
れ
を
さ
ら
に
独
自
の
も
の
へ
と
押
し
上
げ
て
い
る
。 
ま
た
、
時
は
遡
る
が
、
二
七
年
二
月
七
日
の
彼
の
日
記
に
は
、
映
画
「
ア
イ
ア
ン
ホ
ー
ス
」
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
大
陸
へ
の
入
植
者
の
姿
に
、
社
会
主
義
者
の
自
己
犠
牲
を
重
ね
合
わ
せ
、
感
慨
を
お
ぼ
え
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
自
己
犠
牲
に
よ
っ
て
「
本
当
に
新
ら
し
い
世
界
」
が
到
来
す
る
と
い
う
考
え
を
「
信
仰
」
で
き
な
い
も
の
に
と
っ
て
は
、
自
己
犠
牲
と
い
う
観
念
は
「
怖
ろ
し
い
」
も
の
で
あ
り
、「
自
分
の
悩
み
が
こ
ゝ
に
あ
る
。
然
し
、
ど
う
い
う
形
か
で
、
い
ず
れ
こ
ゝ
か
ら
抜
き
出
ら
れ
る
日
が
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
」
と
い
う
言
葉
で
結
ば
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
時
点
で
の
多
喜
二
は
、
社
会
主
義
運
動
の
未
来
の
確
信
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
自
分
の
138
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「
悩
み
」
が
解
決
す
る
日
を
漠
然
と
期
待
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
「
女
囚
徒
」
脱
稿
は
こ
の
日
記
の
翌
月
三
月
十
三
日
で
あ
る
が
、
こ
の
一
箇
月
の
間
に
「
社
会
主
義
」
を
「
確
信
化
」
す
る
に
至
っ
た
と
考
え
る
の
は
難
し
い
。
む
し
ろ
、「
女
囚
徒
」
脱
稿
後
の
、
磯
野
小
作
争
議
へ
の
情
報
提
供
に
よ
る
協
力
（
多
喜
二
は
「
女
囚
徒
」
脱
稿
の
翌
日
三
月
十
四
日
の
日
記
に
、
磯
野
小
作
争
議
の
演
説
集
会
で
労
働
者
の
「
目
覚
め
」
を
目
の
当
た
り
に
し
「
興
奮
し
て
帰
っ
て
き
た
。
」
と
記
し
て
い
る
）
、
続
く
六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
の
小
樽
港
湾
争
議
へ
の
積
極
的
な
参
加
、
そ
し
て
九
月
か
ら
の
古
川
友
一
の
社
会
科
学
研
究
会
参
加
に
よ
り
、
労
働
農
民
党
小
樽
支
部
、
小
樽
合
同
労
働
組
合
の
活
動
家
た
ち
と
関
係
を
深
め
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
、
現
実
の
人
間
関
係
の
拡
が
り
が
徐
々
に
多
喜
二
を
変
え
た
と
い
う
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
（
22
）
。
つ
ま
り
、
武
内
清
を
は
じ
め
と
す
る
「
目
覚
め
」
た
労
働
者
た
ち
と
の
連
帯
の
体
験
、
一
方
で
社
会
科
学
に
関
す
る
知
識
を
深
め
て
い
っ
た
こ
と
が
多
喜
二
の
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
へ
の
躊
躇
を
瓦
解
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
自
己
犠
牲
問
題
」
は
、
多
喜
二
の
遺
作
と
し
て
発
表
さ
れ
た
「
党
生
活
者
」
に
、
よ
り
先
鋭
化
さ
れ
た
形
で
持
ち
越
さ
れ
て
い
る
こ
と
や(
23)
、
多
喜
二
の
死
の
直
後
の
弟
・
三
吾
の
証
言
（
24
）
な
ど
を
踏
ま
え
る
と
、
社
会
主
義
を
「
確
信
化
」
し
、
党
員
と
し
て
運
動
を
牽
引
す
る
立
場
に
な
っ
た
の
ち
も
、「
ク
リ
ア
」
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
む
し
ろ
、
運
動
の
将
来
性
へ
の
「
信
仰
」
を
問
う
「
自
己
犠
牲
問
題
」
は
、
困
難
な
状
況
に
陥
れ
ば
陥
る
ほ
ど
に
対
峙
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。 
と
こ
ろ
で
、
一
九
二
六
年
か
ら
二
七
年
当
時
の
多
喜
二
を
取
り
巻
く
言
説
空
間
は
、
『
種
蒔
く
人
』
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
自
己
を
活
か
す
こ
と
を
謳
う
白
樺
派
の
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
な
ど
の
、「
世
界
」
へ
の
同
期
を
掲
げ
た
思
想
の
有
効
性
を
保
ち
な
が
ら
も
次
な
る
フ
ェ
ー
ズ
に
移
行
し
つ
あ
っ
た
と
い
え
る
。
独
自
の
文
学
表
現
を
追
求
し
て
い
た
多
喜
二
も
ま
た
、
「
世
界
」
と
い
か
に
コ
ミ
ッ
ト
し
、「
循
環
小
数
」
か
ら
脱
却
す
べ
き
か
を
意
識
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
彼
が
二
六
年
五
月
か
ら
書
き
始
め
た
「
析
々
帳
」
は
、
国
内
外
の
文
学
作
品
、
映
画
、
演
劇
等
を
通
し
て
、
人
間
社
会
や
人
間
心
理
、
芸
術
表
現
を
分
析
す
る
眼
を
養
う
目
的
で
始
め
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
第
一
義
の
目
的
は
自
ら
の
私
生
活
を
内
省
し
、
「
循
環
小
数
」
的
生
活
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
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う
か
。
な
お
、
こ
の
時
期
の
多
喜
二
が
社
会
主
義
的
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
魅
了
さ
れ
つ
あ
る
様
子
は
、
ア
ン
リ
・
バ
ル
ビ
ュ
ス
（H
enri Barbusse
）
の
「
ク
ラ
ル
テ
」
（Clarté
一
九
一
九
）
、
「
地
獄
」
（ĽEnfer
一
九
〇
八
）
を
再
読
し
、「
人
間
の
共
通
性
」
の
指
摘
に
「
世
界
主
義
」
の
萌
芽
を
見
出
し
、「
女
の
政
治
的
、
社
会
的
鎖
が
切
断
さ
れ
ゝ
ば
一
挙
に
人
類
の
自
由
は
二
倍
の
大
き
さ
に
な
る
だ
ろ
う
。
か
く
し
て
、
人
間
は
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
理
想
に
近
づ
い
て
行
く
」「
生
き
る
と
い
う
こ
と
は
幸ヽ
福丶
に
生
き
る
と
い
う
こ
と
だ
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
（
二
六
年
十
月
十
日
の
日
記
）。 
そ
し
て
、
先
に
触
れ
た
こ
と
で
も
あ
る
が
、
私
娼
と
い
う
「
社
会
的
鎖
」
に
繫
が
れ
て
い
た
過
去
を
持
つ
タ
キ
を
救
済
す
る
た
め
に
起
稿
し
た
小
説
「
そ
の
出
発
を
出
発
し
た
女
」
に
も
、
「
下
女
」
と
「
循
環
小
数
」
に
描
か
れ
た
「
世
界
意
識
」
の
モ
チ
ー
フ
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
タ
キ
を
モ
デ
ル
と
し
た
ヒ
ロ
イ
ン
〈
お
文
〉
に
純
粋
な
愛
情
を
注
ぐ
青
年
〈
安
本
〉
が
、
〈
お
文
〉
を
救
う
こ
と
を
決
意
す
る
場
面
で
こ
の
作
品
は
中
絶
し
て
い
る
が
、
こ
の
場
面
に
お
け
る
〈
安
本
〉
の
心
理
描
写
に
、「
下
女
」
と
「
循
環
小
数
」
の
冒
頭
部
分
が
ほ
ぼ
そ
の
ま
織
り
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
〈
安
本
〉
の
「
世
界
意
識
」
―
日
陰
の
世
界
に
責
任
を
感
じ
絶
望
す
る
―
は
、「
羽
が
や
ぶ
れ
て
い
る
」
小
さ
い
哀
れ
な
聖
女
」
で
あ
る
〈
お
文
〉
へ
の
想
い
に
よ
っ
て
齎
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、「
安
本
は
人
間
に
は
二
つ
の
心
が
住
ん
で
い
る
と
考
え
て
い
た
。
一
つ
は
「
世
界
を
思
う
﹅
﹅
﹅
﹅
﹅
」
心
だ
っ
た
。
他
の
一
つ
は
自
分
の
愛
し
て
い
る
「
女﹅
を﹅
お
も
う
﹅
﹅
﹅
」
心
だ
っ
た
。
（
中
略
）
安
本
に
と
っ
て
こ
の
二
つ
が
し
っ
く
り
﹅
﹅
﹅
﹅
合
っ
て
い
た
」
と
い
う
叙
述
で
筆
が
お
か
れ
て
い
る
。 
〈
安
本
〉
が
、
多
喜
二
自
身
を
投
影
し
た
作
中
人
物
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
多
喜
二
は
、
中
絶
の
理
由
を
「
あ
ま
り
に
個
人
的
に
心
理
を
展
開
し
て
ゆ
く
こ
と
が
、
自
分
を
不
安
に
さ
し
た
か
ら
。
」（
二
七
年
十
一
月
二
十
三
日
の
日
記
）
と
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
「
不
安
」
と
い
う
言
葉
を
振
り
返
る
に
あ
た
っ
て
、
一
九
二
七
年
の
多
喜
二
に
つ
い
て
整
理
し
て
み
た
い
。
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
年
の
多
喜
二
は
、
二
つ
の
争
議
に
関
わ
っ
て
い
る
。
最
初
の
争
議
は
磯
野
小
作
争
議
で
あ
り
、
当
時
、
北
海
道
拓
殖
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「
悩
み
」
が
解
決
す
る
日
を
漠
然
と
期
待
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
「
女
囚
徒
」
脱
稿
は
こ
の
日
記
の
翌
月
三
月
十
三
日
で
あ
る
が
、
こ
の
一
箇
月
の
間
に
「
社
会
主
義
」
を
「
確
信
化
」
す
る
に
至
っ
た
と
考
え
る
の
は
難
し
い
。
む
し
ろ
、「
女
囚
徒
」
脱
稿
後
の
、
磯
野
小
作
争
議
へ
の
情
報
提
供
に
よ
る
協
力
（
多
喜
二
は
「
女
囚
徒
」
脱
稿
の
翌
日
三
月
十
四
日
の
日
記
に
、
磯
野
小
作
争
議
の
演
説
集
会
で
労
働
者
の
「
目
覚
め
」
を
目
の
当
た
り
に
し
「
興
奮
し
て
帰
っ
て
き
た
。
」
と
記
し
て
い
る
）
、
続
く
六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
の
小
樽
港
湾
争
議
へ
の
積
極
的
な
参
加
、
そ
し
て
九
月
か
ら
の
古
川
友
一
の
社
会
科
学
研
究
会
参
加
に
よ
り
、
労
働
農
民
党
小
樽
支
部
、
小
樽
合
同
労
働
組
合
の
活
動
家
た
ち
と
関
係
を
深
め
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
、
現
実
の
人
間
関
係
の
拡
が
り
が
徐
々
に
多
喜
二
を
変
え
た
と
い
う
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
（
22
）
。
つ
ま
り
、
武
内
清
を
は
じ
め
と
す
る
「
目
覚
め
」
た
労
働
者
た
ち
と
の
連
帯
の
体
験
、
一
方
で
社
会
科
学
に
関
す
る
知
識
を
深
め
て
い
っ
た
こ
と
が
多
喜
二
の
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
へ
の
躊
躇
を
瓦
解
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
自
己
犠
牲
問
題
」
は
、
多
喜
二
の
遺
作
と
し
て
発
表
さ
れ
た
「
党
生
活
者
」
に
、
よ
り
先
鋭
化
さ
れ
た
形
で
持
ち
越
さ
れ
て
い
る
こ
と
や(
23)
、
多
喜
二
の
死
の
直
後
の
弟
・
三
吾
の
証
言
（
24
）
な
ど
を
踏
ま
え
る
と
、
社
会
主
義
を
「
確
信
化
」
し
、
党
員
と
し
て
運
動
を
牽
引
す
る
立
場
に
な
っ
た
の
ち
も
、「
ク
リ
ア
」
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
む
し
ろ
、
運
動
の
将
来
性
へ
の
「
信
仰
」
を
問
う
「
自
己
犠
牲
問
題
」
は
、
困
難
な
状
況
に
陥
れ
ば
陥
る
ほ
ど
に
対
峙
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。 
と
こ
ろ
で
、
一
九
二
六
年
か
ら
二
七
年
当
時
の
多
喜
二
を
取
り
巻
く
言
説
空
間
は
、
『
種
蒔
く
人
』
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
自
己
を
活
か
す
こ
と
を
謳
う
白
樺
派
の
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
な
ど
の
、「
世
界
」
へ
の
同
期
を
掲
げ
た
思
想
の
有
効
性
を
保
ち
な
が
ら
も
次
な
る
フ
ェ
ー
ズ
に
移
行
し
つ
あ
っ
た
と
い
え
る
。
独
自
の
文
学
表
現
を
追
求
し
て
い
た
多
喜
二
も
ま
た
、
「
世
界
」
と
い
か
に
コ
ミ
ッ
ト
し
、「
循
環
小
数
」
か
ら
脱
却
す
べ
き
か
を
意
識
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
彼
が
二
六
年
五
月
か
ら
書
き
始
め
た
「
析
々
帳
」
は
、
国
内
外
の
文
学
作
品
、
映
画
、
演
劇
等
を
通
し
て
、
人
間
社
会
や
人
間
心
理
、
芸
術
表
現
を
分
析
す
る
眼
を
養
う
目
的
で
始
め
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
第
一
義
の
目
的
は
自
ら
の
私
生
活
を
内
省
し
、
「
循
環
小
数
」
的
生
活
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
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う
か
。
な
お
、
こ
の
時
期
の
多
喜
二
が
社
会
主
義
的
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
魅
了
さ
れ
つ
あ
る
様
子
は
、
ア
ン
リ
・
バ
ル
ビ
ュ
ス
（H
enri Barbusse
）
の
「
ク
ラ
ル
テ
」
（Clarté
一
九
一
九
）
、
「
地
獄
」
（ĽEnfer
一
九
〇
八
）
を
再
読
し
、「
人
間
の
共
通
性
」
の
指
摘
に
「
世
界
主
義
」
の
萌
芽
を
見
出
し
、「
女
の
政
治
的
、
社
会
的
鎖
が
切
断
さ
れ
ゝ
ば
一
挙
に
人
類
の
自
由
は
二
倍
の
大
き
さ
に
な
る
だ
ろ
う
。
か
く
し
て
、
人
間
は
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
理
想
に
近
づ
い
て
行
く
」「
生
き
る
と
い
う
こ
と
は
幸ヽ
福丶
に
生
き
る
と
い
う
こ
と
だ
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
（
二
六
年
十
月
十
日
の
日
記
）。 
そ
し
て
、
先
に
触
れ
た
こ
と
で
も
あ
る
が
、
私
娼
と
い
う
「
社
会
的
鎖
」
に
繫
が
れ
て
い
た
過
去
を
持
つ
タ
キ
を
救
済
す
る
た
め
に
起
稿
し
た
小
説
「
そ
の
出
発
を
出
発
し
た
女
」
に
も
、
「
下
女
」
と
「
循
環
小
数
」
に
描
か
れ
た
「
世
界
意
識
」
の
モ
チ
ー
フ
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
タ
キ
を
モ
デ
ル
と
し
た
ヒ
ロ
イ
ン
〈
お
文
〉
に
純
粋
な
愛
情
を
注
ぐ
青
年
〈
安
本
〉
が
、
〈
お
文
〉
を
救
う
こ
と
を
決
意
す
る
場
面
で
こ
の
作
品
は
中
絶
し
て
い
る
が
、
こ
の
場
面
に
お
け
る
〈
安
本
〉
の
心
理
描
写
に
、「
下
女
」
と
「
循
環
小
数
」
の
冒
頭
部
分
が
ほ
ぼ
そ
の
ま
織
り
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
〈
安
本
〉
の
「
世
界
意
識
」
―
日
陰
の
世
界
に
責
任
を
感
じ
絶
望
す
る
―
は
、「
羽
が
や
ぶ
れ
て
い
る
」
小
さ
い
哀
れ
な
聖
女
」
で
あ
る
〈
お
文
〉
へ
の
想
い
に
よ
っ
て
齎
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、「
安
本
は
人
間
に
は
二
つ
の
心
が
住
ん
で
い
る
と
考
え
て
い
た
。
一
つ
は
「
世
界
を
思
う
﹅
﹅
﹅
﹅
﹅
」
心
だ
っ
た
。
他
の
一
つ
は
自
分
の
愛
し
て
い
る
「
女﹅
を﹅
お
も
う
﹅
﹅
﹅
」
心
だ
っ
た
。
（
中
略
）
安
本
に
と
っ
て
こ
の
二
つ
が
し
っ
く
り
﹅
﹅
﹅
﹅
合
っ
て
い
た
」
と
い
う
叙
述
で
筆
が
お
か
れ
て
い
る
。 
〈
安
本
〉
が
、
多
喜
二
自
身
を
投
影
し
た
作
中
人
物
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
多
喜
二
は
、
中
絶
の
理
由
を
「
あ
ま
り
に
個
人
的
に
心
理
を
展
開
し
て
ゆ
く
こ
と
が
、
自
分
を
不
安
に
さ
し
た
か
ら
。
」（
二
七
年
十
一
月
二
十
三
日
の
日
記
）
と
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
「
不
安
」
と
い
う
言
葉
を
振
り
返
る
に
あ
た
っ
て
、
一
九
二
七
年
の
多
喜
二
に
つ
い
て
整
理
し
て
み
た
い
。
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
年
の
多
喜
二
は
、
二
つ
の
争
議
に
関
わ
っ
て
い
る
。
最
初
の
争
議
は
磯
野
小
作
争
議
で
あ
り
、
当
時
、
北
海
道
拓
殖
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銀
行
小
樽
支
店
の
銀
行
員
で
あ
っ
た
多
喜
二
は
、
争
議
の
指
導
者
で
あ
っ
た
武
内
清
の
依
頼
に
応
え
、
磯
野
側
の
内
部
情
報
を
争
議
団
へ
提
供
す
る
と
い
う
形
で
争
議
を
応
援
し
、
続
く
小
樽
港
湾
争
議
で
は
、ビ
ラ
書
き
を
す
る
な
ど
さ
ら
に
深
く
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
た
と
さ
れ
る
（
25
）
。
そ
し
て
一
方
で
、
私
生
活
で
は
タ
キ
の
二
度
目
の
出
奔
に
よ
り
深
く
傷
つ
い
て
い
た
こ
と
も
触
れ
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。
多
喜
二
が
労
働
運
動
参
加
を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
へ
と
突
き
進
ん
で
い
っ
た
裏
側
に
は
、
タ
キ
を
め
ぐ
る
心
の
傷
や
不
安
を
振
り
切
り
た
い
心
理
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
で
き
る
。
そ
し
て
、
一
方
で
、
マ
ク
シ
ム
・
ゴ
ー
リ
キ
ー
の
作
品
に
イ
ン
ス
パ
イ
ア
さ
れ
た
「
防
雪
林
」
の
執
筆
も
始
め
て
い
た
多
喜
二
に
と
っ
て
、
彼
自
身
の
心
理
の
説
明
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
私
小
説
的
な
手
法
で
展
開
し
、
タ
キ
（
〈
お
文
〉
）
の
物
語
か
ら
乖
離
し
て
い
く
方
向
性
を
孕
ん
で
し
ま
っ
た
「
そ
の
出
発
を
出
発
し
た
女
」
は
、
当
初
彼
の
求
め
て
い
た
創
作
と
は
か
け
離
れ
て
ゆ
く
「
不
安
」
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
〈
お
文
〉
の
モ
デ
ル
で
あ
る
タ
キ
が
去
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
、
結
局
彼
女
を
「
救
い
」
き
れ
な
か
っ
た
と
い
う
思
い
が
、
多
喜
二
の
「
個
人
的
」
な
内
省
へ
の
「
不
安
」
を
掻
き
立
て
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。	
し
か
し
、
結
果
的
に
は
未
完
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
と
は
い
え
、
〈
ネ
フ
リ
ュ
ー
ド
フ
〉
と
同
様
に
、
一
人
の
人
間
と
の
邂
逅
を
通
じ
て
「
世
界
を
思
」
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
〈
安
本
〉
の
「
心
」
の
描
写
は
、
ボ
ー
ヤ
ー
が
描
い
た
個
人
的
な
感
情
や
生
活
の
「
犠
牲
」
を
要
求
す
る
「
世
界
意
識
」
か
ら
一
歩
抜
け
出
た
、
無
償
の
人
間
愛
と
「
し
っ
く
り
」
一
致
す
る
「
世
界
」
へ
の
「
愛
」
、
と
い
う
新
た
な
「
世
界
意
識
」
の
存
在
を
物
語
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
「
愛
」
こ
そ
が
真
実
の
「
幸
福
」
を
生
み
出
す
と
信
じ
る
こ
と
を
決
意
す
る
〈
安
本
〉
の
姿
は
、「
人
が
幸
福
に
な
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
ゝ
ん
だ
ろ
う
」
と
い
う
「
下
女
」
と
「
循
環
小
数
」
の
結
末
に
対
す
る
一
つ
の
ア
ン
サ
ー
を
表
し
て
い
る
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。 
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
受
容
以
前
の
多
喜
二
に
影
響
を
与
え
た
ボ
ー
ヤ
ー
の
「
世
界
意
識
」
と
阿
部
次
郎
の
「
感
情
移
入
」
、
人
類
の
真
の
「
幸
福
」
へ
の
思
索
、
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
へ
の
傾
倒
の
過
程
で
生
み
出
さ
れ
た
ボ
ー
ヤ
ー
批
判
（
「
衆
の
力
」
の
重
要
性
の
指
摘
）
、
そ
し
て
そ
れ
ら
が
血
肉
化
さ
れ
た
創
作
の
な
か
で
散
見
さ
れ
う
る
作
中
人
物
の
心
理
描
写
な
ど
を
照
合
さ
せ
つ
多
喜
二
の
思
想
の
変
遷
を
俯
瞰
す
る
と
、
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他
者
へ
の
個
人
的
な
感
情
こ
そ
が
、
人
間
を
社
会
化
し
、「
世
界
」
へ
の
意
識
を
覚
醒
さ
せ
、
さ
ら
に
人
間
全
体
の
「
幸
福
」
の
希
求
に
繫
が
る
可
能
性
を
秘
め
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
人
類
の
「
幸
福
」
の
実
現
の
た
め
に
「
世
界
」
を
革
新
す
る
に
は
、「
個
」
が
連
帯
し
「
衆
」
と
な
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
、
と
い
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
極
言
す
る
な
ら
ば
、
「
世
界
意
識
」
を
は
じ
め
と
す
る
、
大
正
教
養
主
義
下
で
吸
収
し
た
概
念
と
現
実
世
界
に
お
け
る
生
身
の
他
者
と
の
連
係
の
往
還
が
、
多
喜
二
に
自
身
の
客
観
化
を
促
し
、
独
自
の
「
世
界
意
識
」
を
生
み
出
さ
せ
、「
世
界
」
の
変
革
を
標
榜
す
る
社
会
主
義
運
動
へ
の
「
信
仰
」
を
問
い
か
け
さ
せ
た
の
だ
と
も
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
精
神
的
軌
跡
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
、
多
喜
二
の
な
か
に
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
を
深
く
受
け
入
れ
る
素
地
が
つ
く
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
な
お
、「
姉
と
の
記
憶
」
か
ら
「
同
志
田
口
の
感
傷
」
へ
と
継
承
さ
れ
た
階
級
移
行
と
い
う
モ
チ
ー
フ
も
、
こ
の
点
か
ら
捉
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
〈
姉
〉
の
善
意
を
振
り
切
り
運
動
に
身
を
捧
げ
る
〈
田
口
〉
の
造
型
は
、
個
々
の
階
級
移
行
能
力
に
甘
ん
じ
て
い
て
は
真
の
「
幸
福
」
は
訪
れ
え
な
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
孕
ん
で
い
る
。
一
方
で
、〈
田
口
〉
の
話
を
「
感
傷
」
的
に
語
り
直
す
〈
私
〉
の
存
在
は
、
連
帯
を
生
み
出
す
の
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
よ
り
も
む
し
ろ
個
人
的
で
自
然
な
感
情
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
死
を
選
ん
だ
〈
姉
〉
の
弱
さ
を
無
下
に
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
彼
女
の
女
性
と
し
て
の
痛
み
や
姉
弟
間
の
愛
情
を
情
感
豊
か
に
掬
い
上
げ
て
い
る
こ
と
も
こ
の
テ
ク
ス
ト
の
特
徴
で
あ
ろ
う
。 
「
同
志
田
口
の
感
傷
」
発
表
の
翌
月
、
多
喜
二
は
検
挙
さ
れ
、
一
九
三
〇
年
八
月
か
ら
翌
年
一
月
ま
で
豊
多
摩
刑
務
所
に
収
監
さ
れ
た
。
鹿
地
亘
宛
獄
中
書
簡
（
三
〇
年
十
月
二
十
二
日
）
に
お
い
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
に
お
け
る
「
セ
ン
チ
メ
ン
ト
」
と
「
プ
シ
コ
ロ
ギ
ー
」
―
す
な
わ
ち
〈
個
人
〉
の
心
情
・
心
理
を
描
く
こ
と
の
重
要
性
を
訴
え
た
多
喜
二
は
、
出
獄
後
、
既
存
の
「
世
界
」
を
変
え
る
た
め
の
革
命
運
動
に
身
を
投
じ
た
人
々
と
、
運
動
の
周
縁
に
あ
る
人
々
と
の
個
人
的
な
感
情
の
せ
め
ぎ
あ
い
に
も
筆
を
割
き
続
け
、
非
合
法
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
後
も
、
ト
ル
ス
ト
イ
「
戦
争
と
平
和
」
を
愛
読
す
る
な
ど
、
世
界
文
学
を
貪
欲
に
吸
収
し
よ
う
と
し
て
い
た
（
手
塚
英
孝
「
小
135
(22)           「二重国籍者」と「世界意識」 
銀
行
小
樽
支
店
の
銀
行
員
で
あ
っ
た
多
喜
二
は
、
争
議
の
指
導
者
で
あ
っ
た
武
内
清
の
依
頼
に
応
え
、
磯
野
側
の
内
部
情
報
を
争
議
団
へ
提
供
す
る
と
い
う
形
で
争
議
を
応
援
し
、
続
く
小
樽
港
湾
争
議
で
は
、ビ
ラ
書
き
を
す
る
な
ど
さ
ら
に
深
く
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
た
と
さ
れ
る
（
25
）
。
そ
し
て
一
方
で
、
私
生
活
で
は
タ
キ
の
二
度
目
の
出
奔
に
よ
り
深
く
傷
つ
い
て
い
た
こ
と
も
触
れ
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。
多
喜
二
が
労
働
運
動
参
加
を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
へ
と
突
き
進
ん
で
い
っ
た
裏
側
に
は
、
タ
キ
を
め
ぐ
る
心
の
傷
や
不
安
を
振
り
切
り
た
い
心
理
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
で
き
る
。
そ
し
て
、
一
方
で
、
マ
ク
シ
ム
・
ゴ
ー
リ
キ
ー
の
作
品
に
イ
ン
ス
パ
イ
ア
さ
れ
た
「
防
雪
林
」
の
執
筆
も
始
め
て
い
た
多
喜
二
に
と
っ
て
、
彼
自
身
の
心
理
の
説
明
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
私
小
説
的
な
手
法
で
展
開
し
、
タ
キ
（
〈
お
文
〉
）
の
物
語
か
ら
乖
離
し
て
い
く
方
向
性
を
孕
ん
で
し
ま
っ
た
「
そ
の
出
発
を
出
発
し
た
女
」
は
、
当
初
彼
の
求
め
て
い
た
創
作
と
は
か
け
離
れ
て
ゆ
く
「
不
安
」
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
〈
お
文
〉
の
モ
デ
ル
で
あ
る
タ
キ
が
去
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
、
結
局
彼
女
を
「
救
い
」
き
れ
な
か
っ
た
と
い
う
思
い
が
、
多
喜
二
の
「
個
人
的
」
な
内
省
へ
の
「
不
安
」
を
掻
き
立
て
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。	
し
か
し
、
結
果
的
に
は
未
完
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
と
は
い
え
、
〈
ネ
フ
リ
ュ
ー
ド
フ
〉
と
同
様
に
、
一
人
の
人
間
と
の
邂
逅
を
通
じ
て
「
世
界
を
思
」
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
〈
安
本
〉
の
「
心
」
の
描
写
は
、
ボ
ー
ヤ
ー
が
描
い
た
個
人
的
な
感
情
や
生
活
の
「
犠
牲
」
を
要
求
す
る
「
世
界
意
識
」
か
ら
一
歩
抜
け
出
た
、
無
償
の
人
間
愛
と
「
し
っ
く
り
」
一
致
す
る
「
世
界
」
へ
の
「
愛
」
、
と
い
う
新
た
な
「
世
界
意
識
」
の
存
在
を
物
語
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
「
愛
」
こ
そ
が
真
実
の
「
幸
福
」
を
生
み
出
す
と
信
じ
る
こ
と
を
決
意
す
る
〈
安
本
〉
の
姿
は
、「
人
が
幸
福
に
な
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
ゝ
ん
だ
ろ
う
」
と
い
う
「
下
女
」
と
「
循
環
小
数
」
の
結
末
に
対
す
る
一
つ
の
ア
ン
サ
ー
を
表
し
て
い
る
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。 
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
受
容
以
前
の
多
喜
二
に
影
響
を
与
え
た
ボ
ー
ヤ
ー
の
「
世
界
意
識
」
と
阿
部
次
郎
の
「
感
情
移
入
」
、
人
類
の
真
の
「
幸
福
」
へ
の
思
索
、
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
へ
の
傾
倒
の
過
程
で
生
み
出
さ
れ
た
ボ
ー
ヤ
ー
批
判
（
「
衆
の
力
」
の
重
要
性
の
指
摘
）
、
そ
し
て
そ
れ
ら
が
血
肉
化
さ
れ
た
創
作
の
な
か
で
散
見
さ
れ
う
る
作
中
人
物
の
心
理
描
写
な
ど
を
照
合
さ
せ
つ
多
喜
二
の
思
想
の
変
遷
を
俯
瞰
す
る
と
、
 城西人文研究 第 35 巻               (23) 
他
者
へ
の
個
人
的
な
感
情
こ
そ
が
、
人
間
を
社
会
化
し
、「
世
界
」
へ
の
意
識
を
覚
醒
さ
せ
、
さ
ら
に
人
間
全
体
の
「
幸
福
」
の
希
求
に
繫
が
る
可
能
性
を
秘
め
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
人
類
の
「
幸
福
」
の
実
現
の
た
め
に
「
世
界
」
を
革
新
す
る
に
は
、「
個
」
が
連
帯
し
「
衆
」
と
な
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
、
と
い
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
極
言
す
る
な
ら
ば
、
「
世
界
意
識
」
を
は
じ
め
と
す
る
、
大
正
教
養
主
義
下
で
吸
収
し
た
概
念
と
現
実
世
界
に
お
け
る
生
身
の
他
者
と
の
連
係
の
往
還
が
、
多
喜
二
に
自
身
の
客
観
化
を
促
し
、
独
自
の
「
世
界
意
識
」
を
生
み
出
さ
せ
、「
世
界
」
の
変
革
を
標
榜
す
る
社
会
主
義
運
動
へ
の
「
信
仰
」
を
問
い
か
け
さ
せ
た
の
だ
と
も
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
精
神
的
軌
跡
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
、
多
喜
二
の
な
か
に
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
を
深
く
受
け
入
れ
る
素
地
が
つ
く
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
な
お
、「
姉
と
の
記
憶
」
か
ら
「
同
志
田
口
の
感
傷
」
へ
と
継
承
さ
れ
た
階
級
移
行
と
い
う
モ
チ
ー
フ
も
、
こ
の
点
か
ら
捉
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
〈
姉
〉
の
善
意
を
振
り
切
り
運
動
に
身
を
捧
げ
る
〈
田
口
〉
の
造
型
は
、
個
々
の
階
級
移
行
能
力
に
甘
ん
じ
て
い
て
は
真
の
「
幸
福
」
は
訪
れ
え
な
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
孕
ん
で
い
る
。
一
方
で
、〈
田
口
〉
の
話
を
「
感
傷
」
的
に
語
り
直
す
〈
私
〉
の
存
在
は
、
連
帯
を
生
み
出
す
の
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
よ
り
も
む
し
ろ
個
人
的
で
自
然
な
感
情
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
死
を
選
ん
だ
〈
姉
〉
の
弱
さ
を
無
下
に
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
彼
女
の
女
性
と
し
て
の
痛
み
や
姉
弟
間
の
愛
情
を
情
感
豊
か
に
掬
い
上
げ
て
い
る
こ
と
も
こ
の
テ
ク
ス
ト
の
特
徴
で
あ
ろ
う
。 
「
同
志
田
口
の
感
傷
」
発
表
の
翌
月
、
多
喜
二
は
検
挙
さ
れ
、
一
九
三
〇
年
八
月
か
ら
翌
年
一
月
ま
で
豊
多
摩
刑
務
所
に
収
監
さ
れ
た
。
鹿
地
亘
宛
獄
中
書
簡
（
三
〇
年
十
月
二
十
二
日
）
に
お
い
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
に
お
け
る
「
セ
ン
チ
メ
ン
ト
」
と
「
プ
シ
コ
ロ
ギ
ー
」
―
す
な
わ
ち
〈
個
人
〉
の
心
情
・
心
理
を
描
く
こ
と
の
重
要
性
を
訴
え
た
多
喜
二
は
、
出
獄
後
、
既
存
の
「
世
界
」
を
変
え
る
た
め
の
革
命
運
動
に
身
を
投
じ
た
人
々
と
、
運
動
の
周
縁
に
あ
る
人
々
と
の
個
人
的
な
感
情
の
せ
め
ぎ
あ
い
に
も
筆
を
割
き
続
け
、
非
合
法
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
後
も
、
ト
ル
ス
ト
イ
「
戦
争
と
平
和
」
を
愛
読
す
る
な
ど
、
世
界
文
学
を
貪
欲
に
吸
収
し
よ
う
と
し
て
い
た
（
手
塚
英
孝
「
小
134
(24)           「二重国籍者」と「世界意識」 
林
多
喜
二
の
生
涯
と
文
学
」『
小
林
多
喜
二
文
学
館
解
説
』
ほ
る
ぷ
出
版 
一
九
八
〇
年 
三
一
頁
）。
そ
し
て
、
地
下
活
動
中
に
書
か
れ
た
「
党
生
活
者
」
に
お
け
る
活
動
家
た
ち
の
「
愛
情
の
問
題
」
は
、
多
喜
二
が
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
へ
の
転
換
以
前
に
直
面
し
て
い
た
「
自
己
犠
牲
問
題
」
と
い
う
モ
チ
ー
フ
の
延
長
線
上
に
あ
る
も
の
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。 
そ
し
て
、
彼
の
死
後
、
特
高
警
察
が
多
喜
二
の
ア
ジ
ト
か
ら
押
収
し
た
ト
ラ
ン
ク
か
ら
発
見
さ
れ
た
「
転
形
期
の
人
々
」
断
稿
が
、
多
喜
二
と
出
会
っ
た
頃
の
タ
キ
を
想
起
さ
せ
る
〈
タ
キ
〉
と
い
う
名
の
女
給
と
主
人
公
〈
大
村
龍
吉
〉
と
の
出
会
い
を
描
い
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
身
近
な
他
者
へ
の
感
情
が
「
世
界
」
へ
の
眼
を
開
い
て
ゆ
く
と
い
う
「
世
界
意
識
」
―
多
喜
二
の
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
受
容
の
原
点
と
も
い
う
べ
き
「
世
界
意
識
」
―
が
、
困
難
な
地
下
活
動
に
お
い
て
も
、
彼
の
創
作
意
欲
を
貫
く
変
わ
る
こ
と
の
な
い
軸
で
あ
り
続
け
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。 
  
Ⅵ
．
お
わ
り
に 
 
若
き
日
の
多
喜
二
が
著
し
た
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
論
に
は
、「
階
級
移
行
」
を
遂
げ
た
人
間
が
教
養
に
よ
っ
て
獲
得
し
た
「
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク
」
な
要
素
と
、
ア
プ
リ
オ
リ
な
根
本
的
要
素
と
の
「
争
闘
」
が
芸
術
的
昇
華
を
生
み
出
す
可
能
性
に
つ
い
て
の
言
及
が
み
ら
れ
る
。
多
喜
二
は
、
す
で
に
こ
の
時
点
で
「
二
重
国
籍
者
」
意
識
を
芸
術
的
省
察
へ
と
反
転
さ
せ
る
力
を
創
作
行
為
の
な
か
に
見
出
し
て
い
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、「
二
重
国
籍
者
」
意
識
に
加
え
、
個
人
的
で
自
然
な
感
情
と
、
あ
る
べ
き
世
界
へ
の
希
求
と
を
結
び
つ
け
る
「
世
界
意
識
」
も
彼
の
作
家
的
資
質
と
し
て
根
付
い
た
こ
と
が
、
白
樺
派
へ
の
手
放
し
の
傾
倒
で
は
な
く
、
彼
ら
の
下
層
階
級
へ
の
眼
差
し
に
潜
む
自
己
完
結
的
な
「
超
社
会
性
」
の
剔
抉
を
促
し
、
延
い
て
は
、
創
作
活
動
の
み
に
留
ま
ら
な
い
、
革
命
的
文
化
運
動
を
牽
引
す
る
と
い
う
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形
で
の
現
実
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
と
い
う
ベ
ク
ト
ル
を
生
み
出
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
こ
の
「
二
重
国
籍
者
」
と
「
世
界
意
識
」
と
い
う
自
意
識
に
こ
そ
、
多
喜
二
の
作
家
的
起
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 
後
に
獄
に
繫
が
れ
た
多
喜
二
は
、
獄
中
で
も
国
内
外
を
問
わ
ず
多
く
の
文
学
作
品
か
ら
学
び
を
得
よ
う
と
自
己
研
鑽
を
重
ね
る
。
自
ら
の
作
品
が
綴
方
に
す
ぎ
な
い
と
反
省
す
る
中
、
白
樺
派
を
「
再
発
見
」
し
た
彼
は
、
出
獄
後
志
賀
を
訪
ね
、
一
度
き
り
の
訪
問
に
も
か
わ
ら
ず
鮮
烈
な
印
象
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
多
喜
二
か
ら
は
、
異
な
る
立
場
、
思
想
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
相
手
の
芸
術
観
を
尊
重
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
―
運
動
の
内
部
だ
け
で
充
足
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
運
動
に
否
定
的
な
立
場
か
ら
の
忌
憚
の
な
い
批
判
と
向
き
合
う
こ
と
で
、
さ
ら
に
芸
術
性
を
高
め
運
動
を
活
性
化
し
よ
う
と
す
る
前
向
き
な
意
識
が
感
じ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
一
つ
の
弁
証
法
的
実
践
で
あ
り
、
芸
術
運
動
に
と
っ
て
有
効
な
姿
勢
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。 
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
運
動
が
転
向
の
波
に
洗
わ
れ
て
ま
も
な
い
一
九
三
五
年
、
小
林
秀
雄
は
「
私
小
説
論
」（
『
経
済
往
来
』
五
月
―
八
月
）
に
お
い
て
、「
マ
ル
ク
シ
ズ
ム
作
家
た
ち
」
は
「
大
正
期
の
作
家
達
が
、
苦
心
経
営
し
た
小
説
方
法
」
を
「
悉
く
無
視
」
し
た
と
述
べ
た
が
、
「
マ
ル
ク
シ
ズ
ム
作
家
」
の
代
表
的
存
在
と
も
い
え
る
多
喜
二
が
、
大
正
教
養
主
義
の
流
れ
の
中
で
、
批
判
的
摂
取
も
含
め
て
ブ
ル
ジ
ョ
ア
文
化
を
消
化
し
、
そ
こ
で
得
た
も
の
を
継
承
せ
ん
と
す
る
姿
勢
を
一
貫
し
て
保
ち
続
け
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。 
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
運
動
の
理
想
主
義
的
な
あ
り
方
、
敗
北
に
終
わ
っ
た
顛
末
が
疎
ま
れ
、
憫
笑
さ
れ
て
き
た
時
代
を
相
対
化
す
る
視
点
が
生
み
出
さ
れ
つ
あ
る
現
在
、
近
代
天
皇
制
を
支
え
る
階
級
社
会
の
底
辺
で
喘
ぐ
人
び
と
に
「
幸
福
」
な
生
を
齎
す
た
め
の
一
つ
の
方
法
と
し
て
、
革
命
文
学
運
動
を
志
向
し
た
多
喜
二
の
精
神
の
軌
跡
は
、
新
た
な
視
点
で
捉
え
直
さ
れ
る
べ
き
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
 
 
 
 
〈
注
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林
多
喜
二
の
生
涯
と
文
学
」『
小
林
多
喜
二
文
学
館
解
説
』
ほ
る
ぷ
出
版 
一
九
八
〇
年 
三
一
頁
）。
そ
し
て
、
地
下
活
動
中
に
書
か
れ
た
「
党
生
活
者
」
に
お
け
る
活
動
家
た
ち
の
「
愛
情
の
問
題
」
は
、
多
喜
二
が
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
へ
の
転
換
以
前
に
直
面
し
て
い
た
「
自
己
犠
牲
問
題
」
と
い
う
モ
チ
ー
フ
の
延
長
線
上
に
あ
る
も
の
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。 
そ
し
て
、
彼
の
死
後
、
特
高
警
察
が
多
喜
二
の
ア
ジ
ト
か
ら
押
収
し
た
ト
ラ
ン
ク
か
ら
発
見
さ
れ
た
「
転
形
期
の
人
々
」
断
稿
が
、
多
喜
二
と
出
会
っ
た
頃
の
タ
キ
を
想
起
さ
せ
る
〈
タ
キ
〉
と
い
う
名
の
女
給
と
主
人
公
〈
大
村
龍
吉
〉
と
の
出
会
い
を
描
い
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
身
近
な
他
者
へ
の
感
情
が
「
世
界
」
へ
の
眼
を
開
い
て
ゆ
く
と
い
う
「
世
界
意
識
」
―
多
喜
二
の
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
受
容
の
原
点
と
も
い
う
べ
き
「
世
界
意
識
」
―
が
、
困
難
な
地
下
活
動
に
お
い
て
も
、
彼
の
創
作
意
欲
を
貫
く
変
わ
る
こ
と
の
な
い
軸
で
あ
り
続
け
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。 
  
Ⅵ
．
お
わ
り
に 
 
若
き
日
の
多
喜
二
が
著
し
た
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
論
に
は
、「
階
級
移
行
」
を
遂
げ
た
人
間
が
教
養
に
よ
っ
て
獲
得
し
た
「
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク
」
な
要
素
と
、
ア
プ
リ
オ
リ
な
根
本
的
要
素
と
の
「
争
闘
」
が
芸
術
的
昇
華
を
生
み
出
す
可
能
性
に
つ
い
て
の
言
及
が
み
ら
れ
る
。
多
喜
二
は
、
す
で
に
こ
の
時
点
で
「
二
重
国
籍
者
」
意
識
を
芸
術
的
省
察
へ
と
反
転
さ
せ
る
力
を
創
作
行
為
の
な
か
に
見
出
し
て
い
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、「
二
重
国
籍
者
」
意
識
に
加
え
、
個
人
的
で
自
然
な
感
情
と
、
あ
る
べ
き
世
界
へ
の
希
求
と
を
結
び
つ
け
る
「
世
界
意
識
」
も
彼
の
作
家
的
資
質
と
し
て
根
付
い
た
こ
と
が
、
白
樺
派
へ
の
手
放
し
の
傾
倒
で
は
な
く
、
彼
ら
の
下
層
階
級
へ
の
眼
差
し
に
潜
む
自
己
完
結
的
な
「
超
社
会
性
」
の
剔
抉
を
促
し
、
延
い
て
は
、
創
作
活
動
の
み
に
留
ま
ら
な
い
、
革
命
的
文
化
運
動
を
牽
引
す
る
と
い
う
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形
で
の
現
実
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
と
い
う
ベ
ク
ト
ル
を
生
み
出
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
こ
の
「
二
重
国
籍
者
」
と
「
世
界
意
識
」
と
い
う
自
意
識
に
こ
そ
、
多
喜
二
の
作
家
的
起
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 
後
に
獄
に
繫
が
れ
た
多
喜
二
は
、
獄
中
で
も
国
内
外
を
問
わ
ず
多
く
の
文
学
作
品
か
ら
学
び
を
得
よ
う
と
自
己
研
鑽
を
重
ね
る
。
自
ら
の
作
品
が
綴
方
に
す
ぎ
な
い
と
反
省
す
る
中
、
白
樺
派
を
「
再
発
見
」
し
た
彼
は
、
出
獄
後
志
賀
を
訪
ね
、
一
度
き
り
の
訪
問
に
も
か
わ
ら
ず
鮮
烈
な
印
象
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
多
喜
二
か
ら
は
、
異
な
る
立
場
、
思
想
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
相
手
の
芸
術
観
を
尊
重
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
―
運
動
の
内
部
だ
け
で
充
足
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
運
動
に
否
定
的
な
立
場
か
ら
の
忌
憚
の
な
い
批
判
と
向
き
合
う
こ
と
で
、
さ
ら
に
芸
術
性
を
高
め
運
動
を
活
性
化
し
よ
う
と
す
る
前
向
き
な
意
識
が
感
じ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
一
つ
の
弁
証
法
的
実
践
で
あ
り
、
芸
術
運
動
に
と
っ
て
有
効
な
姿
勢
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。 
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
運
動
が
転
向
の
波
に
洗
わ
れ
て
ま
も
な
い
一
九
三
五
年
、
小
林
秀
雄
は
「
私
小
説
論
」（
『
経
済
往
来
』
五
月
―
八
月
）
に
お
い
て
、「
マ
ル
ク
シ
ズ
ム
作
家
た
ち
」
は
「
大
正
期
の
作
家
達
が
、
苦
心
経
営
し
た
小
説
方
法
」
を
「
悉
く
無
視
」
し
た
と
述
べ
た
が
、
「
マ
ル
ク
シ
ズ
ム
作
家
」
の
代
表
的
存
在
と
も
い
え
る
多
喜
二
が
、
大
正
教
養
主
義
の
流
れ
の
中
で
、
批
判
的
摂
取
も
含
め
て
ブ
ル
ジ
ョ
ア
文
化
を
消
化
し
、
そ
こ
で
得
た
も
の
を
継
承
せ
ん
と
す
る
姿
勢
を
一
貫
し
て
保
ち
続
け
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。 
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
運
動
の
理
想
主
義
的
な
あ
り
方
、
敗
北
に
終
わ
っ
た
顛
末
が
疎
ま
れ
、
憫
笑
さ
れ
て
き
た
時
代
を
相
対
化
す
る
視
点
が
生
み
出
さ
れ
つ
あ
る
現
在
、
近
代
天
皇
制
を
支
え
る
階
級
社
会
の
底
辺
で
喘
ぐ
人
び
と
に
「
幸
福
」
な
生
を
齎
す
た
め
の
一
つ
の
方
法
と
し
て
、
革
命
文
学
運
動
を
志
向
し
た
多
喜
二
の
精
神
の
軌
跡
は
、
新
た
な
視
点
で
捉
え
直
さ
れ
る
べ
き
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
 
 
 
 
〈
注
〉 （
１
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of Japanese Proletarian Literature.Chicago and London:The U
niversity of Chicago Press. 
（
２
）
ノ
ー
マ
・
フ
ィ
ー
ル
ド
「
小
林
多
喜
二
「
営
養
検
査
」
そ
の
他
」（
『
市
立
小
樽
文
学
館
報
』
第
二
十
六
号 
二
〇
二
年
十
二
月
二
十
五
日
）
三
頁 
（
３
）
松
澤
信
祐
『
近
代
文
学
の
流
れ
か
ら
探
る
小
林
多
喜
二
の
文
学
』（
光
陽
出
版
社 
二
〇
三
）
一
三
五
頁 
（
４
）
注
１ 
十
六
～
十
七
頁 
原
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 
"The uncom
prehending boyhood eyes of Com
rade Taguchi accentuate the anxieties of class 
 "passing" for a young w
om
an endow
ed 
w
ith beauty and intellect." 
（
５
）
『
小
林
多
喜
二
草
稿
ノ
ー
ト
・
直
筆
原
稿
Ｄ
Ｖ
Ｄ
』（
雄
松
堂 
二
〇
一
） 
（
６
）
初
出
は
『
女
性
』（
一
九
二
六
年
十
月
）
、
『
山
科
の
記
憶
』（
改
造
社 
一
九
二
七
）
に
収
録
。 
（
７
）
座
談
会
「
大
正
文
学
討
論
会
」
（
『
近
代
文
学
』
一
九
五
一
年
一
月
）
に
お
け
る
本
多
秋
五
の
発
言
で
あ
る
。 
（
８
）
倉
田
稔
『
小
林
多
喜
二
伝
』（
論
創
社 
二
〇
三
）
四
〇
頁
を
参
照
。 
（
９
）
本
多
秋
五
「
白
樺
」
派
と
『
復
活
』」（
初
出
『
世
界
の
文
学
２
１
巻
ト
ル
ス
ト
イ
』
付
録
３ 
中
央
公
論
社 
一
九
六
三
／
『
本
多
秋
五
全
集
第
九
巻
』
菁
柿
堂 
一
九
五 
十
九
頁
） 
（
10
）
古
館
清
太
郎
訳
「
復
活
」
二
十
八
章 
植
村
宗
一
編
『
ト
ル
ス
ト
イ
全
集
第
七
巻
』（
春
秋
社 
一
九
二
〇
） 
（
11
）
永
嶺
重
敏
『
流
行
歌
の
誕
生
「
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
の
唄
」
と
そ
の
時
代
』（
吉
川
弘
文
館 
二
〇
一
〇
）
一
二
〇
、
一
四
〇
頁 
（
12
）
コ
ル
コ
・
マ
リ
ア
「
日
本
に
お
け
る
ト
ル
ス
ト
イ
の
小
説 
『
復
活
』
の
受
容
―
島
村
抱
月
の
戯
曲
「
復
活
」
を
巡
っ
て
―
」
（
『
言
葉
と
文
化
』 
二
〇
一
七
年
二
月
）
十
一
頁 
（
13
）
多
喜
二
所
蔵
の
「
近
代
劇
大
系
４
」（
楠
山
正
雄
訳 
近
代
劇
大
系
刊
行
会 
一
九
二
）
に
は
「
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
ル
ク
」
と
表
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記
さ
れ
、
多
喜
二
も
そ
れ
に
倣
っ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
現
在
通
用
し
て
い
る
「
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
」
表
記
を
用
い
る
。 
（
14
）
亀
井
秀
雄
『
可
能
性
の
小
林
多
喜
二
』（
新
オ
ピ
ニ
オ
ン
・
ラ
ン
チ
ャ
ー
叢
書 
二
〇
一
六
）
を
参
照
し
た
。 
（
15
）
現
在
は
「
令
嬢
ジ
ュ
リ
ー
」
が
一
般
的
な
邦
題
で
あ
る
が
「
近
代
劇
大
系
４
」
の
邦
題
は
「
ユ
リ
エ
嬢
」
で
あ
る
。
多
喜
二
は
阿
部
次
郎
宛
の
原
稿
で
は
「
ユ
リ
イ
嬢
」
と
表
記
し
て
い
る
が
、
日
記
に
は
「
ユ
リ
エ
」
と
い
う
表
記
も
み
ら
れ
る
。 
（
16
）
神
村
和
美
「
言
説
の
彼
方
・
空
白
の
力
―
「
救
援
ニ
ュ
ー
ス
№
１
８
附
録
」
を
中
心
に
―
」（
『
多
喜
二
の
視
点
か
ら
見
た
〈
身
体
〉〈
地
域
〉〈
教
育
〉
２
０
８
年
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
小
林
多
喜
二
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
論
文
集
』 
小
樽
商
科
大
学
出
版
会 
二
〇
九
）
四
十
七
頁 
（
17
）
同
年
の
多
喜
二
の
日
記
（
二
六
年
五
月
二
十
八
日
）
に
は
、「
自
分
を
フ
イ
チ
ョ
ウ
す
る
た
め
に
、
野
口
米
次
郎
の
詩
の
中
の
「
女
の
能
面
」
と
い
う
の
を
、
来
る
客
、
来
る
客
に
見
せ
て
い
た
」
女
性
に
つ
い
て
の
描
写
が
あ
る
。 
（
18
）
堀
ま
ど
か
「
二
重
国
籍
」（
鷲
田
清
一
編
著
『
大
正
＝
歴
史
の
踊
り
場
と
は
何
か 
現
代
の
起
点
を
探
る
』
講
談
社 
選
書
メ
チ
エ 
二
〇
一
八
）
一
二
四
～
一
二
五
頁 
（
19
）
姉
崎
正
治
『
世
界
文
明
の
新
紀
元
』（
博
文
館 
一
九
一
九
）
、
風
見
謙
次
郎
『
道
徳
哲
学
』（
岩
波
書
店 
一
九
二
一
）
、『
日
本
現
代
教
育
学
大
系
第
四
巻
』（
モ
ナ
ス 
一
九
二
七
）
、
野
口
米
次
郎
『
放
た
れ
た
西
行
』（
春
秋
社 
一
九
二
八
）
、
円
谷
弘
『
社
会
学
徒
の
描
く
世
界
』（
社
会
学
徒
社 
一
九
二
八
）
を
参
照
し
た
。 
（
20
）
大
正
十
一
年
六
月
、
岩
波
書
店
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
本
文
引
用
は
『
阿
部
次
郎
全
集
第
六
巻
』（
角
川
書
店
一
九
六
一
）
二
七
三
～
二
七
四
、
三
八
九
頁
に
拠
っ
た
。 
（
21
）
大
和
田
茂
「
小
林
多
喜
二
と
『
文
芸
戦
線
』」
（
『
社
会
運
動
と
文
芸
雑
誌
』
菁
柿
堂 
二
〇
一
二
）
一
三
二
頁
～
一
三
頁 
（
22
）
佐
藤
三
郎
「
小
林
多
喜
二
―
そ
の
歩
み
と
作
品
〈
年
譜
〉」
（
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
別
冊
「
文
学
」
と
し
て
の
小
林
多
喜
二
』
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of Japanese Proletarian Literature.Chicago and London:The U
niversity of Chicago Press. 
（
２
）
ノ
ー
マ
・
フ
ィ
ー
ル
ド
「
小
林
多
喜
二
「
営
養
検
査
」
そ
の
他
」（
『
市
立
小
樽
文
学
館
報
』
第
二
十
六
号 
二
〇
二
年
十
二
月
二
十
五
日
）
三
頁 
（
３
）
松
澤
信
祐
『
近
代
文
学
の
流
れ
か
ら
探
る
小
林
多
喜
二
の
文
学
』（
光
陽
出
版
社 
二
〇
三
）
一
三
五
頁 
（
４
）
注
１ 
十
六
～
十
七
頁 
原
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 
�
The uncom
prehending boyhood eyes of Com
rade Taguchi accentuate the anxieties of class 
 �
passing ʺfor a young w
om
an endow
ed 
w
ith beauty and intellect.ʺ 
（
５
）
『
小
林
多
喜
二
草
稿
ノ
ー
ト
・
直
筆
原
稿
Ｄ
Ｖ
Ｄ
』（
雄
松
堂 
二
〇
一
） 
（
６
）
初
出
は
『
女
性
』（
一
九
二
六
年
十
月
）
、
『
山
科
の
記
憶
』（
改
造
社 
一
九
二
七
）
に
収
録
。 
（
７
）
座
談
会
「
大
正
文
学
討
論
会
」
（
『
近
代
文
学
』
一
九
五
一
年
一
月
）
に
お
け
る
本
多
秋
五
の
発
言
で
あ
る
。 
（
８
）
倉
田
稔
『
小
林
多
喜
二
伝
』（
論
創
社 
二
〇
三
）
四
〇
頁
を
参
照
。 
（
９
）
本
多
秋
五
「
白
樺
」
派
と
『
復
活
』」（
初
出
『
世
界
の
文
学
２
１
巻
ト
ル
ス
ト
イ
』
付
録
３ 
中
央
公
論
社 
一
九
六
三
／
『
本
多
秋
五
全
集
第
九
巻
』
菁
柿
堂 
一
九
五 
十
九
頁
） 
（
10
）
古
館
清
太
郎
訳
「
復
活
」
二
十
八
章 
植
村
宗
一
編
『
ト
ル
ス
ト
イ
全
集
第
七
巻
』（
春
秋
社 
一
九
二
〇
） 
（
11
）
永
嶺
重
敏
『
流
行
歌
の
誕
生
「
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
の
唄
」
と
そ
の
時
代
』（
吉
川
弘
文
館 
二
〇
一
〇
）
一
二
〇
、
一
四
〇
頁 
（
12
）
コ
ル
コ
・
マ
リ
ア
「
日
本
に
お
け
る
ト
ル
ス
ト
イ
の
小
説 
『
復
活
』
の
受
容
―
島
村
抱
月
の
戯
曲
「
復
活
」
を
巡
っ
て
―
」
（
『
言
葉
と
文
化
』 
二
〇
一
七
年
二
月
）
十
一
頁 
（
13
）
多
喜
二
所
蔵
の
「
近
代
劇
大
系
４
」（
楠
山
正
雄
訳 
近
代
劇
大
系
刊
行
会 
一
九
二
）
に
は
「
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
ル
ク
」
と
表
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記
さ
れ
、
多
喜
二
も
そ
れ
に
倣
っ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
現
在
通
用
し
て
い
る
「
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
」
表
記
を
用
い
る
。 
（
14
）
亀
井
秀
雄
『
可
能
性
の
小
林
多
喜
二
』（
新
オ
ピ
ニ
オ
ン
・
ラ
ン
チ
ャ
ー
叢
書 
二
〇
一
六
）
を
参
照
し
た
。 
（
15
）
現
在
は
「
令
嬢
ジ
ュ
リ
ー
」
が
一
般
的
な
邦
題
で
あ
る
が
「
近
代
劇
大
系
４
」
の
邦
題
は
「
ユ
リ
エ
嬢
」
で
あ
る
。
多
喜
二
は
阿
部
次
郎
宛
の
原
稿
で
は
「
ユ
リ
イ
嬢
」
と
表
記
し
て
い
る
が
、
日
記
に
は
「
ユ
リ
エ
」
と
い
う
表
記
も
み
ら
れ
る
。 
（
16
）
神
村
和
美
「
言
説
の
彼
方
・
空
白
の
力
―
「
救
援
ニ
ュ
ー
ス
№
１
８
附
録
」
を
中
心
に
―
」（
『
多
喜
二
の
視
点
か
ら
見
た
〈
身
体
〉〈
地
域
〉〈
教
育
〉
２
０
８
年
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
小
林
多
喜
二
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
論
文
集
』 
小
樽
商
科
大
学
出
版
会 
二
〇
九
）
四
十
七
頁 
（
17
）
同
年
の
多
喜
二
の
日
記
（
二
六
年
五
月
二
十
八
日
）
に
は
、「
自
分
を
フ
イ
チ
ョ
ウ
す
る
た
め
に
、
野
口
米
次
郎
の
詩
の
中
の
「
女
の
能
面
」
と
い
う
の
を
、
来
る
客
、
来
る
客
に
見
せ
て
い
た
」
女
性
に
つ
い
て
の
描
写
が
あ
る
。 
（
18
）
堀
ま
ど
か
「
二
重
国
籍
」（
鷲
田
清
一
編
著
『
大
正
＝
歴
史
の
踊
り
場
と
は
何
か 
現
代
の
起
点
を
探
る
』
講
談
社 
選
書
メ
チ
エ 
二
〇
一
八
）
一
二
四
～
一
二
五
頁 
（
19
）
姉
崎
正
治
『
世
界
文
明
の
新
紀
元
』（
博
文
館 
一
九
一
九
）
、
風
見
謙
次
郎
『
道
徳
哲
学
』（
岩
波
書
店 
一
九
二
一
）
、『
日
本
現
代
教
育
学
大
系
第
四
巻
』（
モ
ナ
ス 
一
九
二
七
）
、
野
口
米
次
郎
『
放
た
れ
た
西
行
』（
春
秋
社 
一
九
二
八
）
、
円
谷
弘
『
社
会
学
徒
の
描
く
世
界
』（
社
会
学
徒
社 
一
九
二
八
）
を
参
照
し
た
。 
（
20
）
大
正
十
一
年
六
月
、
岩
波
書
店
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
本
文
引
用
は
『
阿
部
次
郎
全
集
第
六
巻
』（
角
川
書
店
一
九
六
一
）
二
七
三
～
二
七
四
、
三
八
九
頁
に
拠
っ
た
。 
（
21
）
大
和
田
茂
「
小
林
多
喜
二
と
『
文
芸
戦
線
』」
（
『
社
会
運
動
と
文
芸
雑
誌
』
菁
柿
堂 
二
〇
一
二
）
一
三
二
頁
～
一
三
頁 
（
22
）
佐
藤
三
郎
「
小
林
多
喜
二
―
そ
の
歩
み
と
作
品
〈
年
譜
〉」
（
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
別
冊
「
文
学
」
と
し
て
の
小
林
多
喜
二
』
130
(28)           「二重国籍者」と「世界意識」 
至
文
堂 
二
〇
六
年
九
月
）
二
八
一
頁
を
参
照
し
た
。 
（
23
）「
党
生
活
者
」
に
は
、
地
下
活
動
中
の
非
合
法
共
産
党
員
〈
佐
々
木
〉
と
彼
と
生
活
を
共
に
す
る
一
般
女
性
〈
笠
原
〉
の
「
自
己
犠
牲
問
題
」
を
め
ぐ
る
対
立
が
描
か
れ
て
い
る
。
次
の
引
用
部
分
は
、〈
佐
々
木
〉
の
「
犠
牲
」
に
対
す
る
持
説
で
あ
る
が
、
不
満
を
持
ち
つ
も
献
身
を
続
け
る
〈
笠
原
〉
の
姿
が
、
党
員
で
あ
る
〈
佐
々
木
〉
の
あ
り
方
を
相
対
化
す
る
方
向
性
も
有
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
運
動
の
周
縁
に
あ
る
存
在
を
ど
の
よ
う
に
描
く
か
、
と
い
う
こ
と
は
多
喜
二
が
一
貫
し
て
持
ち
続
け
た
問
題
意
識
で
も
あ
る
。 
「
笠
原
は
何
時
も
私
に
つ
い
て
来
よ
う
と
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、為
す
こ
と
の
す
べ
て
が
私
の
犠
牲
で
あ
る
と
い
う
風
に
し
か
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
若
し
も
犠
牲
と
い
う
な
ら
ば
、
私
に
し
ろ
自
分
の
殆
ん
ど
全
部
の
生
涯
を
犠
牲
に
し
て
い
る
。（
中
略
）
然
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
犠
牲
と
云
っ
て
も
、
幾
百
万
の
労
働
者
や
貧
農
が
日
々
の
生
活
で
行
わ
れ
て
い
る
犠
牲
に
比
ら
べ
た
ら
、
そ
れ
は
も
の
ゝ
数
で
も
な
い
。
私
は
そ
れ
を
二
十
何
年
間
も
水
呑
百
姓
を
し
て
苦
し
み
抜
い
て
き
た
父
や
母
の
生
活
か
ら
も
ジ
カ
に
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
だ
か
ら
私
は
自
分
の
犠
牲
も
、
こ
の
幾
百
万
と
い
う
大
き
な
犠
牲
を
解
放
す
る
た
め
の
不
可
欠
な
犠
牲
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
」 
（
24
）
小
林
三
吾
「
兄
の
死
」（
『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
』
一
九
三
年
四
・
五
月
合
併
号
）
に
は
、
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。「
蟻
の
大
軍
が
移
住
す
る
時
、
前
方
に
渡
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
河
が
あ
る
と
、
先
頭
に
行
く
蟻
が
、
ド
シ
〳
〵
川
に
入
つ
て
、
重
な
り
合
つ
て
溺
死
し
、
後
か
ら
来
る
者
を
そ
の
自
分
の
屍
を
橋
に
し
て
渡
ら
し
て
や
る
。
そ
の
先
頭
の
蟻
こ
そ
俺
達
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
と
昔
私
に
話
し
て
呉
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
又
、「
屍
も
積
重
ね
な
ば
バ
リ
ケ
ー
ド
、
や
が
て
輝
く
旗
を
信
じ
て
」
こ
の
う
た
は
と
て
も
好
き
で
、
朝
起
き
て
、
歯
を
磨
き
な
が
ら
大
き
な
声
で
唄
つ
て
ゐ
た
も
の
で
す
。
」 
（
25
）
注
（
22
）
に
同
じ
。 
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【
付
記
】
小
林
多
喜
二
の
テ
ク
ス
ト
の
引
用
は
『
小
林
多
喜
二
全
集
』（
全
七
巻 
新
日
本
出
版
社 
一
九
八
二
―
八
三
）
に
拠
っ
た
。 
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六
年
九
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）
二
八
一
頁
を
参
照
し
た
。 
（
23
）「
党
生
活
者
」
に
は
、
地
下
活
動
中
の
非
合
法
共
産
党
員
〈
佐
々
木
〉
と
彼
と
生
活
を
共
に
す
る
一
般
女
性
〈
笠
原
〉
の
「
自
己
犠
牲
問
題
」
を
め
ぐ
る
対
立
が
描
か
れ
て
い
る
。
次
の
引
用
部
分
は
、〈
佐
々
木
〉
の
「
犠
牲
」
に
対
す
る
持
説
で
あ
る
が
、
不
満
を
持
ち
つ
も
献
身
を
続
け
る
〈
笠
原
〉
の
姿
が
、
党
員
で
あ
る
〈
佐
々
木
〉
の
あ
り
方
を
相
対
化
す
る
方
向
性
も
有
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
運
動
の
周
縁
に
あ
る
存
在
を
ど
の
よ
う
に
描
く
か
、
と
い
う
こ
と
は
多
喜
二
が
一
貫
し
て
持
ち
続
け
た
問
題
意
識
で
も
あ
る
。 
「
笠
原
は
何
時
も
私
に
つ
い
て
来
よ
う
と
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、為
す
こ
と
の
す
べ
て
が
私
の
犠
牲
で
あ
る
と
い
う
風
に
し
か
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
若
し
も
犠
牲
と
い
う
な
ら
ば
、
私
に
し
ろ
自
分
の
殆
ん
ど
全
部
の
生
涯
を
犠
牲
に
し
て
い
る
。（
中
略
）
然
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
犠
牲
と
云
っ
て
も
、
幾
百
万
の
労
働
者
や
貧
農
が
日
々
の
生
活
で
行
わ
れ
て
い
る
犠
牲
に
比
ら
べ
た
ら
、
そ
れ
は
も
の
ゝ
数
で
も
な
い
。
私
は
そ
れ
を
二
十
何
年
間
も
水
呑
百
姓
を
し
て
苦
し
み
抜
い
て
き
た
父
や
母
の
生
活
か
ら
も
ジ
カ
に
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
だ
か
ら
私
は
自
分
の
犠
牲
も
、
こ
の
幾
百
万
と
い
う
大
き
な
犠
牲
を
解
放
す
る
た
め
の
不
可
欠
な
犠
牲
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
」 
（
24
）
小
林
三
吾
「
兄
の
死
」（
『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
』
一
九
三
年
四
・
五
月
合
併
号
）
に
は
、
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。「
蟻
の
大
軍
が
移
住
す
る
時
、
前
方
に
渡
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
河
が
あ
る
と
、
先
頭
に
行
く
蟻
が
、
ド
シ
〳
〵
川
に
入
つ
て
、
重
な
り
合
つ
て
溺
死
し
、
後
か
ら
来
る
者
を
そ
の
自
分
の
屍
を
橋
に
し
て
渡
ら
し
て
や
る
。
そ
の
先
頭
の
蟻
こ
そ
俺
達
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
と
昔
私
に
話
し
て
呉
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
又
、「
屍
も
積
重
ね
な
ば
バ
リ
ケ
ー
ド
、
や
が
て
輝
く
旗
を
信
じ
て
」
こ
の
う
た
は
と
て
も
好
き
で
、
朝
起
き
て
、
歯
を
磨
き
な
が
ら
大
き
な
声
で
唄
つ
て
ゐ
た
も
の
で
す
。
」 
（
25
）
注
（
22
）
に
同
じ
。 
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は
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日
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